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手引きの利用にあたって 

 

○ 本書の利用に当たっては、次の点に留意してください。 

 

１ 種類別の栽培基準のうち、播種量、施肥量、生草収量、乾物収量、薬

剤及び除草剤の使用量は、全て 10ａ当たりで示しています。 

 

２ 施肥量の、窒素、リン酸、カリについては成分量、石灰については炭

酸カルシウム(炭カル)で示しています。 

    なお、消石灰を施用する場合は、0.74 を乗じた量を施用してくださ

い。 

 

３ 永年牧草の栽培に当たっては、次の点に留意してください。 

（１） 施用量のうち基肥は草地更新時の目安を示しています。 

（２） 放牧利用の生草収量は全体量を示しています。放牧密度、   

生草等の条件によって利用可能な草量は 60～70％と見込ん   

でください。 

 

４ 栽培技術指針の内容は、あくまでも標準的な例を示しています。 
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Ⅰ　飼料作物奨励品種一覧及び品種特性
夏冬
作 青刈 ｻｲﾚｰｼﾞ 乾草 放牧 湿田

さちあおばさちあおばさちあおばさちあおば 極早生 （極短期利用型、２倍体）いもち病に強く、冠さび病に極強。早播きが可能で、年内草・春一番草ともに多収。
ﾜｾﾕﾀｶﾜｾﾕﾀｶﾜｾﾕﾀｶﾜｾﾕﾀｶ 早生 （短期利用型、２倍体）生育が旺盛で４月中～下旬に出穂し、一番草と二番草がともに多収。
ﾀﾁﾏｻﾘﾀﾁﾏｻﾘﾀﾁﾏｻﾘﾀﾁﾏｻﾘ 早生 （短期利用型、２倍体）耐倒伏性に優れるが、冠さび病にやや弱い。ワセユタカで倒伏を起こす場合に適する。
いなずまいなずまいなずまいなずま 早生 乾物多収、耐倒伏性、再生力に優れる。
きららﾜｾきららﾜｾきららﾜｾきららﾜｾ 早生 多收、耐病性・耐倒伏性・晩播適性に優れる(H26年から流通開始)
ﾆｵｳﾀﾞﾁﾆｵｳﾀﾞﾁﾆｵｳﾀﾞﾁﾆｵｳﾀﾞﾁ 早生 草型は直立型で、草丈はやや低く、茎は太い。耐倒伏性が極めて強く、機械収穫による損失が少ない。
ﾜｾｱｵﾊﾞﾜｾｱｵﾊﾞﾜｾｱｵﾊﾞﾜｾｱｵﾊﾞ 早生 乾物率が高く、サイレージ及び乾草に適する。
ﾅｶﾞﾊﾋｶﾘﾅｶﾞﾊﾋｶﾘﾅｶﾞﾊﾋｶﾘﾅｶﾞﾊﾋｶﾘ 中生 乾物多収、耐雪性に優れる。
ﾀﾁｻｶｴﾀﾁｻｶｴﾀﾁｻｶｴﾀﾁｻｶｴ 中生 ４倍体品種の中では、乾物率が高い。草型は立型。
ﾋﾀﾁﾋｶﾘﾋﾀﾁﾋｶﾘﾋﾀﾁﾋｶﾘﾋﾀﾁﾋｶﾘ 晩生 （長期利用型、４倍体）耐倒伏性と冠さび病抵抗性に優れる。再生力が旺盛で４月下旬から７月までの長期間刈り取りが可能。
ｽｰﾊﾟｰｴｰｽｽｰﾊﾟｰｴｰｽｽｰﾊﾟｰｴｰｽｽｰﾊﾟｰｴｰｽ 晩生 ほふく型の草型で、越冬性に優れる。
ｱｷｱｵﾊﾞｱｷｱｵﾊﾞｱｷｱｵﾊﾞｱｷｱｵﾊﾞ 極晩生 （極長期利用型、４倍体）越夏性に優れ、冷涼な地域では越夏させて２年間の利用が期待できる。本県では高標高地に適する。
はえいぶきはえいぶきはえいぶきはえいぶき 極早生 草型は極めて直立型で葉重割合が小さく、夏播きでの乾物率が高い。
極早生ｽﾌﾟﾘﾝﾀｰ極早生ｽﾌﾟﾘﾝﾀｰ極早生ｽﾌﾟﾘﾝﾀｰ極早生ｽﾌﾟﾘﾝﾀｰ 極早生 直立型で草丈高く、茎葉大きい。耐倒伏性に優れる。
ｳｴｽﾄｳｴｽﾄｳｴｽﾄｳｴｽﾄ 極早生 やや短稈。耐倒伏性・耐病性に優れる。夏播きでは子実割合が高い。
ｽｰﾊﾟｰﾊﾔﾃ｢隼｣ｽｰﾊﾟｰﾊﾔﾃ｢隼｣ｽｰﾊﾟｰﾊﾔﾃ｢隼｣ｽｰﾊﾟｰﾊﾔﾃ｢隼｣ 極早生 播種限界が遅く、耐倒伏性・冠さび病抵抗性に優れる。多収。
たちいぶきたちいぶきたちいぶきたちいぶき 極早生 耐倒伏性、冠さび病抵抗性は極強。夏播き栽培に適する。
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○ △ｲﾀﾘｱﾝﾗｲｸﾞﾗｽ

用途（○：適、　△：可）
品種名 早晩性

△

△ ○ △

○○

品種特性主な栽培地目科 年生 草種

1

たちいぶきたちいぶきたちいぶきたちいぶき 極早生 耐倒伏性、冠さび病抵抗性は極強。夏播き栽培に適する。
前進前進前進前進 晩生 茎葉は少ないが、茎太く葉幅広い。倒伏に強く秋播き栽培に適する。

△ ○ △ ﾜｾﾄﾞﾘ2条ﾜｾﾄﾞﾘ2条ﾜｾﾄﾞﾘ2条ﾜｾﾄﾞﾘ2条 極早生 耐倒伏性、冠さび病抵抗性に優れる、夏播きで年内収穫可能。
△ ○ △ 春一番春一番春一番春一番 極早生 細茎で乾燥しやすく、乾草・ロールベール利用に適する。

ﾊｲﾌﾛｰﾗﾊｲﾌﾛｰﾗﾊｲﾌﾛｰﾗﾊｲﾌﾛｰﾗ 中生 越夏性、越冬性、冠さび病、葉腐病抵抗性に優れる。（流通予定平成１８年度）
ﾌﾚﾝﾄﾞﾌﾚﾝﾄﾞﾌﾚﾝﾄﾞﾌﾚﾝﾄﾞ 晩生 短草型で分けつ多く、再生力旺盛で放牧利用に適する。
ｱｷﾐﾄﾞﾘⅡｱｷﾐﾄﾞﾘⅡｱｷﾐﾄﾞﾘⅡｱｷﾐﾄﾞﾘⅡ 極早生 越夏性、耐病性、秋の再生力に優れる。採草放牧兼用。
ﾏｷﾊﾞﾐﾄﾞﾘﾏｷﾊﾞﾐﾄﾞﾘﾏｷﾊﾞﾐﾄﾞﾘﾏｷﾊﾞﾐﾄﾞﾘ 中生 多収。秋の草勢、再生力、耐病性に優れる。採草放牧兼用。
ﾅﾝﾘｮｳﾅﾝﾘｮｳﾅﾝﾘｮｳﾅﾝﾘｮｳ 極早生 越夏性、再生力に優れ、多収。採草放牧兼用種。
ｻｻﾞﾝｸﾛｽｻｻﾞﾝｸﾛｽｻｻﾞﾝｸﾛｽｻｻﾞﾝｸﾛｽ 中生 耐暑性、耐病性に優れ、多収。採草放牧兼用種。
ﾎｸﾘｮｳﾎｸﾘｮｳﾎｸﾘｮｳﾎｸﾘｮｳ 晩生 高消化性。耐病性に優れる。山間地放牧地用。
ﾊﾟﾗﾄﾝﾊﾟﾗﾄﾝﾊﾟﾗﾄﾝﾊﾟﾗﾄﾝ 晩生 乾物、消化率が高く、嗜好性が良い。採草放牧兼用種。
ﾍﾞﾝﾁｬｰﾍﾞﾝﾁｬｰﾍﾞﾝﾁｬｰﾍﾞﾝﾁｬｰ 晩生 耐湿性に優れ、高温・乾燥に強い。踏圧に強い。採草放牧兼用種。
ﾊﾟｲｵﾆｱﾃﾞﾝﾄｾｼﾘｱﾊﾟｲｵﾆｱﾃﾞﾝﾄｾｼﾘｱﾊﾟｲｵﾆｱﾃﾞﾝﾄｾｼﾘｱﾊﾟｲｵﾆｱﾃﾞﾝﾄｾｼﾘｱ 早生 耐倒伏性に優れ、初期生育が良好。乾物雌穂割合が高く安定多収。
ｻｲﾚｰｼﾞｺｰﾝNS68AｻｲﾚｰｼﾞｺｰﾝNS68AｻｲﾚｰｼﾞｺｰﾝNS68AｻｲﾚｰｼﾞｺｰﾝNS68A 早生 低温伸長性・初期生育・耐倒伏性に優れる。ソルガム類との混播に適する。
ゆめちからゆめちからゆめちからゆめちから 早生 多収で茎葉の消化性が高い。ごま葉枯れ病に強い。密植栽培に適する。
ﾀｶﾈｽﾀｰﾀｶﾈｽﾀｰﾀｶﾈｽﾀｰﾀｶﾈｽﾀｰ 早生 ごま葉枯病、すす紋病抵抗性有り。耐倒伏性、乾物収量に優れる。茎葉TDN含量が高い。
ゆめそだちゆめそだちゆめそだちゆめそだち 中生 雌穂が大きく、消化性が高い。乾物収量・TDN収量とも極多収。
ゆめつよしゆめつよしゆめつよしゆめつよし 中生 耐倒伏性高く、各種病害抵抗性に優れる。
ｽﾉｰﾃﾞﾝﾄ王夏ｽﾉｰﾃﾞﾝﾄ王夏ｽﾉｰﾃﾞﾝﾄ王夏ｽﾉｰﾃﾞﾝﾄ王夏 二期作用 長稈多葉で耐倒伏性、さび病抵抗性に優れる。
ｽｰﾀﾞﾝｸﾞﾗｽ乾草ｽｰﾀﾞﾝｸﾞﾗｽ乾草ｽｰﾀﾞﾝｸﾞﾗｽ乾草ｽｰﾀﾞﾝｸﾞﾗｽ乾草 極早生 細茎で再生力が極めて旺盛。すす紋病、倒伏に強い。
ﾄﾞﾗｲｽｰﾀﾞﾝﾄﾞﾗｲｽｰﾀﾞﾝﾄﾞﾗｲｽｰﾀﾞﾝﾄﾞﾗｲｽｰﾀﾞﾝ 極早生 長稈でやや太茎。すす紋病に強い。

イ
ネ
科

ｵｵﾑｷﾞ
ﾗｲﾑｷﾞ

ﾍﾟﾚﾆｱﾙ・ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞﾗ
ｲｸﾞﾗｽ

ｵｰﾁｬｰﾄﾞ

○ﾘｰﾄﾞｶﾅﾘｰ

草地

ﾄｳﾓﾛｺｼ

ﾄｰﾙﾌｪｽｸ

多
年
生

△ ○ ○ ○

○

△

○

△ ○ ○ ○

○

○

△ ○ ○

△ △

ﾄﾞﾗｲｽｰﾀﾞﾝﾄﾞﾗｲｽｰﾀﾞﾝﾄﾞﾗｲｽｰﾀﾞﾝﾄﾞﾗｲｽｰﾀﾞﾝ 極早生 長稈でやや太茎。すす紋病に強い。
○ ○ ○ ﾍｲｽｰﾀﾞﾝﾍｲｽｰﾀﾞﾝﾍｲｽｰﾀﾞﾝﾍｲｽｰﾀﾞﾝ 極早生 長稈、細茎で分けつが多い。再生力に優れ、倒伏に強い。

（低水分) ﾍﾞｰﾙｽｰﾀﾞﾝﾍﾞｰﾙｽｰﾀﾞﾝﾍﾞｰﾙｽｰﾀﾞﾝﾍﾞｰﾙｽｰﾀﾞﾝ 早生 長桿で茎が細い。すす紋病、倒伏に強い。
ﾄﾞﾗｲｽｰﾀﾞﾝⅡﾄﾞﾗｲｽｰﾀﾞﾝⅡﾄﾞﾗｲｽｰﾀﾞﾝⅡﾄﾞﾗｲｽｰﾀﾞﾝⅡ 極晩生 やや太茎で分げつはやや少ない。すす紋病に強く、年間収量が高い。
ｸﾐｱｲｿﾙｶﾞﾑ2号ｸﾐｱｲｿﾙｶﾞﾑ2号ｸﾐｱｲｿﾙｶﾞﾑ2号ｸﾐｱｲｿﾙｶﾞﾑ2号 早生 長稈で再生力が極めて旺盛。倒伏、すす紋病に強い。
改良多収ｿﾙｺﾞｰ改良多収ｿﾙｺﾞｰ改良多収ｿﾙｺﾞｰ改良多収ｿﾙｺﾞｰ 早生 長稈で茎がやや細い。再生力が旺盛。倒伏、すす紋病に強い。
BMRｽｲｰﾄBMRｽｲｰﾄBMRｽｲｰﾄBMRｽｲｰﾄ 早生 中肋が褐色（bmr）で茎葉の消化率が高い。長稈でやや太茎。再生力が旺盛。
ｽﾀﾞｯｸｽｽﾀﾞｯｸｽｽﾀﾞｯｸｽｽﾀﾞｯｸｽ 中手 スーダンとソルゴーのハイブリッド種。耐病性に優れ、生草･乾物収量、糖含量が高く、多汁。
ｳｲﾝﾄﾞﾌﾞﾚｲｸｳｲﾝﾄﾞﾌﾞﾚｲｸｳｲﾝﾄﾞﾌﾞﾚｲｸｳｲﾝﾄﾞﾌﾞﾚｲｸ 極晩生 茎数が多く多収。初期生育に優れる。
おおきいｿﾙｺﾞｰおおきいｿﾙｺﾞｰおおきいｿﾙｺﾞｰおおきいｿﾙｺﾞｰ 極晩生 長稈で多収だが耐倒伏性に優れる。
高糖分ソルゴー高糖分ソルゴー高糖分ソルゴー高糖分ソルゴー 中生 耐倒伏性に優れ、糖分含量が高く多収。青刈り・ｻｲﾚｰｼﾞに適する。
ｺﾞｰﾙﾄﾞｿﾙｺﾞｰⅡｺﾞｰﾙﾄﾞｿﾙｺﾞｰⅡｺﾞｰﾙﾄﾞｿﾙｺﾞｰⅡｺﾞｰﾙﾄﾞｿﾙｺﾞｰⅡ 中生 稈長は中程度で、耐病性、耐倒伏性に優れ、糖分含量、子実収量が高い。
甘味ｿﾙｺﾞｰ甘味ｿﾙｺﾞｰ甘味ｿﾙｺﾞｰ甘味ｿﾙｺﾞｰ 晩生 長稈、太茎で葉幅が広く、ブリックス糖度が高い。倒伏に強い。
秋立秋立秋立秋立 晩生 褐色中肋（bmr）で茎葉の消化性に優れる。稈長は中程度で茎が太い。
天高天高天高天高 極晩生 未出穂タイプ。極めて長稈で茎が太く、乾物収量が高い。
風立風立風立風立 極晩生 未出穂タイプ。「天高」より短稈で茎が太く、耐倒伏性が極めて強い。
ﾅﾂｲﾌﾞｷﾅﾂｲﾌﾞｷﾅﾂｲﾌﾞｷﾅﾂｲﾌﾞｷ 極早生 初期生育が極めて旺盛。稈長は中程度で茎はやや細い。穂重割合が高い。
葉月葉月葉月葉月 早生 高消化性遺伝子（bmr）を持ち茎葉の消化性に優れる。稈長は中程度で穂重割合が高い。
ﾐﾆｿﾙｺﾞｰﾐﾆｿﾙｺﾞｰﾐﾆｿﾙｺﾞｰﾐﾆｿﾙｺﾞｰ 早生 稈長は130ｃｍ程度。鳥害抵抗性に優れる。
青葉ﾐﾚｯﾄ青葉ﾐﾚｯﾄ青葉ﾐﾚｯﾄ青葉ﾐﾚｯﾄ 中生 草丈が高く多収。再生力が強く、耐湿性に優れる。
ｸﾞﾘｰﾝﾐﾚｯﾄ晩生ｸﾞﾘｰﾝﾐﾚｯﾄ晩生ｸﾞﾘｰﾝﾐﾚｯﾄ晩生ｸﾞﾘｰﾝﾐﾚｯﾄ晩生 晩生 水田・畑地ともに生育良好で、病害虫に強く、栽培適応性が高い。
ｱｻﾂﾕｱｻﾂﾕｱｻﾂﾕｱｻﾂﾕ 早生 初期生育良好。再生力に優れ、春と秋の収量が高い。

夏
作

一
年
生

ソ
ル
ガ
ム
類

転換畑、畑

ｽｰﾀﾞﾝ型

ｿﾙｺﾞｰ型

兼用型

ｽｰﾀﾞﾝｸﾞﾗｽ

○ ○ △

△ △ ○ △ﾛｰｽﾞｸﾞﾗｽ

△ ○ ○ ○

○ ○

栽培ﾋｴ

ｱｻﾂﾕｱｻﾂﾕｱｻﾂﾕｱｻﾂﾕ 早生 初期生育良好。再生力に優れ、春と秋の収量が高い。
ｶﾀﾝﾎﾞﾗｶﾀﾝﾎﾞﾗｶﾀﾝﾎﾞﾗｶﾀﾝﾎﾞﾗ 中生 細茎・直立型で初期生育良好。再生力が強く、多収。
ﾅﾂｶｾﾞﾅﾂｶｾﾞﾅﾂｶｾﾞﾅﾂｶｾﾞ 早生 初期生育良好。嗜好性極めて良好。有害線虫の抑制効果。
ﾅﾂｺﾏｷﾅﾂｺﾏｷﾅﾂｺﾏｷﾅﾂｺﾏｷ 早生 細茎・細葉。踏圧に強く、再生良好。
ﾀﾐﾄﾞﾘﾀﾐﾄﾞﾘﾀﾐﾄﾞﾘﾀﾐﾄﾞﾘ 早生 低温発芽性に優れ、初期生育良好。細茎、分けつ多い。

○ ﾎｼｱｵﾊﾞﾎｼｱｵﾊﾞﾎｼｱｵﾊﾞﾎｼｱｵﾊﾞ 早生 【飼料用米、飼料用イネ】出穂は５月中旬播種ではコシヒカリより３日遅く、６月中旬移植では日本晴より３日遅い。倒伏や病害に強いが、収量はクサノホシより劣る。
○ たちすずかたちすずかたちすずかたちすずか 中生 【飼料用イネ】出穂は6月中旬移植で「日本晴」より15日、「ﾋﾉﾋｶﾘ」より9日遅い。茎葉の割合が高く、収穫ロスが少ない。いもち病に抵抗性があり、長稈だが倒伏には極めて強い。糖含量が高い。
○ ｸｻﾉﾎｼｸｻﾉﾎｼｸｻﾉﾎｼｸｻﾉﾎｼ 中生 【飼料用イネ】出穂はヒノヒカリと比べ５月中旬播種で３日、６月中旬移植で８日遅い。長稈で多収。倒伏や病害虫に強い。

北陸193号北陸193号北陸193号北陸193号 中生 【飼料用米】出穂はヒノヒカリと比べ６月中旬移植で２日遅い。１穂籾数が多く、多収。倒伏や病害虫に強い。やや脱粒しやすい。
朝駆朝駆朝駆朝駆 ほふく茎の伸長が速く、放牧用シバ草地の早期造成に適する。
みやこみやこみやこみやこ 増殖力が盛んで、耐旱性・耐病性・耐塩性に優れ、踏圧に強い。
ﾅﾝｺﾞｸﾅﾝｺﾞｸﾅﾝｺﾞｸﾅﾝｺﾞｸ 中生 ２倍体品種で定着・初期生育良好。春と秋の伸長が良く、多収。
ﾅﾝｵｳﾅﾝｵｳﾅﾝｵｳﾅﾝｵｳ 中生 ４倍体品種で葉幅が広く、草丈は低い。多収で採食性に優れる。

△ △ ○ ｹﾝﾗﾝﾄﾞｹﾝﾗﾝﾄﾞｹﾝﾗﾝﾄﾞｹﾝﾗﾝﾄﾞ 早生 耐暑性・耐病性に優れる。多収。再生力が強い。
ﾌｨｱﾌｨｱﾌｨｱﾌｨｱ 中生 葉の密度高く、耐病性に優れる。再生力が強い。放牧地用。
ﾏｷﾊﾞｼﾛﾏｷﾊﾞｼﾛﾏｷﾊﾞｼﾛﾏｷﾊﾞｼﾛ 中生 中葉型で生育良好。モザイク病・汚斑病抵抗性に優れる。採草放牧兼用種。

△ ○ △ △ ﾈｵﾀﾁﾜｶﾊﾞﾈｵﾀﾁﾜｶﾊﾞﾈｵﾀﾁﾜｶﾊﾞﾈｵﾀﾁﾜｶﾊﾞ 中生 多収、耐湿性・耐倒伏性・永続性に優れる。ﾀﾁﾜｶﾊﾞより多収・耐病性に優れるが、耐雪性に劣る。
75 種類75 種類75 種類75 種類

△ ○

○

△ ○

○

△
マ
メ
科

冬
作

ｱﾙﾌｧﾙﾌｧ

多
年
生

草地

多
年
生

草地

水田

ﾊﾞﾋｱｸﾞﾗｽ

飼料用水稲

23 草種

ｶﾗｰﾄﾞｷﾞﾆｱｸﾞﾗｽ

ノｼﾊﾞ

ｼﾛｸﾛｰﾊﾞ

ｱｶｸﾛｰﾊﾞ

△△△

△ △ ○ △

△ △

ﾛｰｽﾞｸﾞﾗｽ

ｷﾞﾆｱｸﾞﾗｽ

○

○

1



上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

（平坦部）

× × ×
早生

（中山間部）

× ×

× ×
× ×

× × × × × ×

× × × ×

耐倒伏性高く、各種病害抵抗性に優れる。

長稈多葉で耐倒伏性、さび病抵抗性に優れる。

細茎で再生力が極めて旺盛。すす紋病、倒伏に強
い。

長稈でやや太茎。すす紋病に強い。 

長稈、細茎で分げつが多い。再生力に優れ、倒伏
に強い。

長稈で茎が細い。すす紋病、倒伏に強い。

（二期作品種）

【スーダングラス　　青刈、乾草、低水分サイレージ】

３番草２番草

【スーダン型　　青刈、サイレージ、（乾草）】

◎

◎

２番草１番草

１番草

◎ ◎
（早生品種）

◎ ◎

◎

◎

(早 生)

(早 生)

(早 生) ◎

【サイレージ、（青刈）】

◎

耐倒伏性に優れ、初期生育が良好。乾物雌穂割
合が高く安定多収。

低温伸長性・初期生育・耐倒伏性に優れる。ソル
ガム類との混播に適する。

多収で茎葉の消化性が高い。ごま葉枯れ病に強
い。密植栽培に適する。

雌穂が大きく、消化性が高い。乾物収量・TDN収
量とも極多収。

ス
ー
ダ
ン
グ
ラ
ス

やや太茎で分げつはやや少ない。すす紋病に強
く、年間収量が高い。

長稈で再生力が極めて旺盛。倒伏、すす紋病に強い。

長稈で茎がやや細い。再生力が旺盛。倒伏すす
紋病に強い。ス

ー

夏作一年生

タ カ ネ ス タ ー

サイレージコーンNS68A

ゆ め ち か ら

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

ス ノ ー デ ン ト 王 夏

クミアイソルガム２号

７月草 種 ４月 ５月 ６月主 要 品 種 特    　性

ごま葉枯病、すす紋病抵抗性有り。耐倒伏性、乾
物収量に優れる。茎葉TDN含量が高い。

◎

改 良 多 収 ソ ル ゴ ー

(極早生)

(極早生)

ド ラ イ ス ー ダ ン

ド ラ イ ス ー ダ ン Ⅱ

中生

中生

(二期作)

(早 生)

飼　料　作　物　栽　培　カ　レ　ン　ダ　ー

栽 培 管 理 上 の 要 点 ・ 留 意 点

平成２４年６月改正　奨励品種一覧

(極早生)

１２月８月 ９月

(中 生)

１０月 １１月

(極晩生)

(早 生)

(早 生)

ヘ イ ス ー ダ ン

ベ ー ル ス ー ダ ン

(中 生)

早生

ゆ め そ だ ち

スーダングラス乾草

ゆ め つ よ し ◎

２月 ３月

パイオニアデントセシリア

(早 生)

１月

◎：播種 ×：収穫 △：移植
【 】内は用途、( )外は適、( )内は可

(10a当たり)ソルガム類ソルガム類ソルガム類ソルガム類
播種量 条播：２～３kg、散播：４～５kg
栽植様式 青刈・乾草用：条間 30～50cm

サイレージ用：条間 60～70cm
施肥設計

窒素 リン酸 カリ
(成分量kg）

基 肥 ８～11 12～15 ８～10

(10a当たり)トウモロコシトウモロコシトウモロコシトウモロコシ

播種量 ２～３kg（7,000～8,000本）

栽植様式 点 播（条間：70～80cm、株間：20～30cm）

施肥設計
窒素 リン酸 カリ

（ ）成分量kg
基 肥 １０ ２０ １０
追 肥 ５ ― ―

堆肥：３～５ｔ

追肥：４～７葉期（又は播種後１ｶ月頃）
、 。病害虫防除 耐病性品種を作付けし 連作は３～４年とする

密植を避け、風通しを良くする。
収穫適期 黄 熟 期（絹糸抽出期から30～40日後）

× × × ×

中生
◎ × × × × × ×

３番草

晩生 × × × ×
２番草

× × × × × ×

【ギニア、カラードギニア　　乾草、（青刈、サイレージ）】

細茎・直立型で初期生育良好。再生力が強く、多
収。

高消化性遺伝子（ｂｍｒ）を持ち茎葉の消化性に優
れる。稈長は中程度で穂重割合が高い。

細茎・細葉。踏圧に強く、再生良好。

初期生育良好。嗜好性極めて良好。有害線虫の
抑制効果。

低温発芽性に優れ、初期生育良好。細茎、分けつ
多い。

未出穂タイプ。極めて長稈で茎が太く、乾物収量
が高い

未出穂タイプ。「天高」より短稈で茎が太く、耐倒伏
性が極めて強い。

初期生育が極めて旺盛。稈長は中程度で茎はや
や細い。穂重割合が高い。

稈長は130ｃｍ程度。鳥害抵抗性に優れる。

草丈が高く多収。再生力が強く、耐湿性に優れる。

水田・畑地ともに生育良好で、病害虫に強く、栽培
適応性が高い。

初期生育良好。再生力に優れ、春と秋の収量が高い。

中肋が褐色（ｂｍｒ）で茎葉の消化率が高い。長稈
でやや太茎。再生力が旺盛。

長稈で多収だが耐倒伏性に優れる。

耐倒伏性に優れ、糖分含量が高く多収。青刈り・ｻ
ｲﾚｰｼﾞに適する。

稈長は中程度で、茎は太く、倒伏に強い。穂重割
合が比較的高い。

長稈、太茎で葉幅が広く、ブリックス糖度が高い。
倒伏に強い。

褐色中肋（ｂｍｒ）で茎葉の消化性に優れる。稈長
は中程度で茎が太い。 (２番草)１番草

◎

【ソルゴー型及び兼用型　　青刈、サイレージ】

◎

２番草１番草

【サイレージ、乾草、（青刈）】

２番草１番草

◎

【ローズグラス　　乾草、(青刈、サイレージ、放牧)】

２番草１番草
◎

◎
１番草

◎

ソ
ル
ゴ
ー
型

栽培
ヒエ

青 葉 ミ レ ッ ト

◎

◎

カ タ ン ボ ラ

ミ ニ ソ ル ゴ ー

ナ ツ コ マ キ

ア サ ツ ユ

ナ ツ イ ブ キ

ー
ダ
ン
型

ローズ
グラス

ソ
ル
ガ
ム
類

兼
用
型

ギニア
グラス

Ｂ Ｍ Ｒ ス イ ー ト

秋 立

ス ダ ッ ク ス (中 生)

(早 生)

ゴールドソルゴ ーⅡ

甘 味 ソ ル ゴ ー

(中 生)

(晩 生)

高 糖 分 ソ ル ゴ ー

タ ミ ド リ

(早 生)

お お き い ソ ル ゴ ー

ナ ツ カ ゼ

(中 生)

(晩 生)

(極晩生)

(極晩生)

(極早生)

(早 生)

(早 生)

(早 生)

(中 生)

(晩 生)

(中 生)

カラード
ギニア

風 立

天 高

葉 月

グリーンミレット晩生

スーダンとソルゴーのハイブリッド種。耐病性に優
れ、生草･乾物収量、糖含量が高く、多汁。

(早 生)

３番草
◎

(極晩生)

(早 生)

ウ イ ン ド ブ レ イ ク (極晩生) 茎数が多く多収。初期生育に優れる。

(10a当たり)ローズグラス、ギニアグラス、カラードギニアグラスローズグラス、ギニアグラス、カラードギニアグラスローズグラス、ギニアグラス、カラードギニアグラスローズグラス、ギニアグラス、カラードギニアグラス

播種量 ローズグラス：２～３kg

ギニア・カラードギニアグラス：１～２kg
栽植様式 散播

施肥設計
窒素 リン酸 カリ

（ ）成分量kg
基 肥 ８～10 15～18 ８～10

追 肥 ３～５ ― ３～４

施肥：2～3ｔ 追肥：刈り取り後
雑草防除 夏雑草(ﾒﾋｼﾊﾞ､ﾋﾕ等)が繁茂するので掃除刈りを行う｡

収穫適期 草丈８０cm程度

再生を良くするため、10cm以上の高刈りを行う。

(10a当たり)栽培ヒエ栽培ヒエ栽培ヒエ栽培ヒエ
播種量 条 播：１～２kg 散 播：２～３kg

栽植様式 条 播（条間：６０cm）
施肥設計

窒素 リン酸 カリ
（ ）成分量kg

基 肥 ８ ８ ８

追 肥 ４～５ ― ３～４

施肥：２～３ｔ
追肥：播種25日後頃及び刈り取り後

（ ）収穫適期 穂ばらみ期 青刈り利用・サイレージ利用

追 肥 10～12 0 ８～10

施肥：２～３ｔ 石灰：120㎏
追肥：播種１ヵ月後及び刈取り後を目安に行う。

病害虫防除 すす紋病､紫斑点病､条斑細菌病、ひょう紋病

：抵抗性品種の使用。種子消毒。連作を避ける。
刈り遅れを避ける。被害茎葉の処分。

アブラムシ類、アワヨトウ、アワノメイガ
：早期発見、早期収穫。周辺雑草の刈取り。
窒素過多を避ける。

収穫適期 青刈・乾草利用 ：出穂期
ｻｲﾚｰｼﾞ利用 ：乳熟期（出穂後約15日）
ﾎｰﾙｸﾛｯﾌﾟｻｲﾚｰｼﾞ利用：糊熟期（出穂後約25日)

(10a当たり）飼料用イネ飼料用イネ飼料用イネ飼料用イネ
【ギニア、カラードギニア　　乾草、（青刈、サイレージ）】

× ×
× ×

× ×
× ×

ホシアオバ、北陸193号
△ △ × ×

冬作一年生
上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

× × × × × ×
(春２番草) 春１番草

× × × ×
(春２番草) 春１番草

× × × ×
１番草 ２番草

【飼料用イネに適】
ヒノヒカリより出穂がやや遅い。長稈で多収。倒伏
や病害虫に強い。

2

耐倒伏性に優れるが、冠さび病にやや弱い。ワセ
ユタカで倒伏を起こす場合に適する。

乾物多収、耐倒伏性、再生力に優れる。

多い。

【飼料用イネ・飼料用米に適】
コシヒカリより出穂がやや遅い。倒伏や病害虫に
強いが、収量はクサノホシより劣る。
【飼料用イネに適】
出穂は６月中旬移植で「日本晴」より15日、「ヒノヒカリ」よ
り９日遅い。茎葉の割合が高く、収穫ロスが少ない。いも
ち病に抵抗性があり、長稈だが倒伏には極めて強い。糖
含量が高い。

(中 生)

タ ミ ド リ

(早 生)

(中 生)

栽 培 管 理 上 の 要 点 ・ 留 意 点

ギニア

た ち す ず か (中 生)

ﾎｼｱｵﾊﾞ◎
ホ シ ア オ バ

ｸｻﾉﾎｼ･たちすずか

２月

イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ

ナ ガ ハ ヒ カ リ (中 生)

き ら ら ワ セ (早 生)

ニ オ ウ ダ チ (早 生)

ワ セ ア オ バ (早 生)

３月

草型は直立型で、草丈はやや低く、茎は太い。耐倒伏性
が極めて強く、機械収穫による損失が少ない。

耐倒伏性に優れるが、冠さび病にやや弱い。ワセ
ユタカで倒伏を起こす場合に適する。

乾物多収、耐雪性に優れる。

◎

多收、耐病性・耐倒伏性・晩播適性に優れる(H24
年から流通開始)

７月 ８月

いもち病に強く、冠さび病に極強。早播きが可能
で、年内草・春一番草ともに多収。

生育が旺盛で４月中～下旬に出穂し、一番草と二
番草がともに多収。

１２月 １月

さ ち あ お ば (極早生)

◎ ◎
年内草

◎

６月

【飼料用米に適】
ヒノヒカリより出穂がやや遅い。１穂籾数が多く、多収。倒
伏や病害虫に強い。やや脱硫しやすい。

北 陸 193 号

【サイレージ、青刈、乾草、（放牧）】

◎ ◎

９月 １０月 １１月

ク サ ノ ホ シ

◎

◎

草 種 主 要 品 種 特　    性 ４月 ５月

４倍体品種の中では、乾物率が高い。草型は立型。

飼
料
用
水
稲 【飼料用米】

【飼料用イネ】

（平坦部）

ワ セ ユ タ カ (早 生)

タ チ サ カ エ (中 生)

タ チ マ サ リ (早 生)

い な ず ま (早 生)

◎（中山間）
ﾎｼｱｵﾊﾞ

ｸｻﾉﾎｼ･たちすずか

（極早生：年内利用型、２倍体）（早生：短期利用型、２倍体）（早生：短期利用型、２倍体）（晩生：長期利用型、４倍体）（極晩生：極長期利用型、４倍体）

(10a当たり）飼料用イネ飼料用イネ飼料用イネ飼料用イネ
播種量 クサノホシ：３.０～３.５kg

ホシアオバ、たちすずか：３.５～４.０kg
栽植様式 湛水直播、稚苗移植
施肥設計 窒素成分で基肥６㎏、追肥４㎏程度(出穂20～30前)

を目安とし、圃場条件により加減する。
堆肥を２ｔ程度必ず施用する。

雑草防除 飼料用イネ栽培において牛への安全性が確認されて
いる農薬のみを利用する。
使用にあたっては。収穫時期が食用水稲より早まる
ため、防除可能時期が早まることに留意する。

病害虫防除 基本的に行わないが、病害虫が激発し防除が必要と
、「 」 。なった場合は マニュアル から薬剤を選定する

収穫適期 黄熟期（出穂25～40日後頃）

(10a当たり)イタリアンライグラスイタリアンライグラスイタリアンライグラスイタリアンライグラス
播種量 ２倍体品種：２.５ kg

４倍体品種：４.０ ㎏

栽植様式 散播
施肥量

窒 素 リン酸 カ リ
(成分量kg)

基 肥 ８～10 15～18 ８～10

追 肥 ５ － ５
堆肥：２～３t 石灰：100kg

再生させる場合は、刈取後に追肥を施用。

病害虫防除 いもち病：発芽期に発生すると被害が大きいので、
「 」 。さちあおば 以外は９月下旬以降に播種する

ムギダニ：多発時には乳剤を散布する。

常発圃場では、発生低減のため極早生エンバ
クの年内刈り栽培に置き換える。

収穫適期 出穂期（全体の茎の約半数が出穂を始めた時期）

× × × × × ×
１番草 ２番草 ３番草

× × × × × ×
１番草 ２番草 ３番草

× × × ×
１番草 ２番草

× ×
（ホールクロップ）

× ×

× ×
（ホールクロップ）

◎ × ×

× × ◎ ◎
（ホールクロップ）

×

多年生

ワ セ ド リ ２ 条 (極早生)

やや短稈。耐倒伏性・耐病性に優れる。夏播きで
は子実割合が高い。

細茎で乾燥しやすく、乾草・ロールベール利用に
適する。

播種限界が遅く、耐倒伏性・冠さび病抵抗性に優
れる。多収。

耐倒伏性、冠さび病抵抗性は極強。夏播き栽培に
適する。

茎葉は少ないが、茎太く葉幅広い。倒伏に強く秋
播き栽培に適する。

ほふく型の草型で、越冬性に優れる。

耐倒伏性、冠さび病抵抗性に優れる、夏播きで年
内収穫可能。

ﾗｲﾑｷﾞ 春 一 番 (極早生) ◎ ◎

オ
オ
ム
ギ

前 進 (晩 生) ◎ ◎

【麦類　　　サイレージ、（青刈、乾草）】

た ち い ぶ き (極早生)

(極早生)

ラ
ス

◎

極 早 生 スプリン ター (極早生)

ウ エ ス ト (極早生) ◎

越夏性に優れ、冷涼な地域では越夏させて２年間
の利用が期待できる。本県では高標高地において
特性が発揮される。

ア キ ア オ バ (極晩生)

（冷涼地）
◎ ◎

エ
ン
バ
ク

は え い ぶ き (極早生)

◎

スーパーハヤテ「隼」

草型は極めて直立型で葉重割合が小さく、夏播き
での乾物率が高い。

直立型で草丈高く、茎葉大きい。耐倒伏性に優れる。

ス ー パ ー エ ー ス (晩 生)

４倍体品種の中では、乾物率が高い。草型は立型。

ヒ タ チ ヒ カ リ (晩 生)
耐倒伏性と冠さび病抵抗性に優れる。再生力が旺
盛で４月下旬から７月までの長期間刈り取りが可
能。

タ チ サ カ エ (中 生)

◎ ◎

９月中旬～１０月中旬播種 ５月～６月播種

(10a当たり)エンバクエンバクエンバクエンバク
播種量 条播：６～８kg 散播：８～１０kg

夏播：６～８kg 秋播：６kg（ｲﾀﾘｱﾝとの混播３～４kg）

施肥設計
窒素 リン酸 カリ

基 肥 ８～10 8～10 8～10

堆肥：２～３t
秋播：基肥７kg、追肥５kg(早春)

病害虫防除 抵抗性品種の導入｡適期播種・適期収穫｡
収穫適期 青 刈 利 用 ：草丈８０cm以上

サイレージ利用 ：出穂期～２週間以内､糊熟期(ﾎｰﾙｸﾛｯﾌﾟ)
ロールベール利用：穂ばらみ期～出穂期

(10a当たり)オオムギ、ライムギオオムギ、ライムギオオムギ、ライムギオオムギ、ライムギ

播種量 条播：６～８kg 散播：８～１０kg

夏播：６～８kg 秋播き：６kg(ｲﾀﾘｱﾝとの混播３～４kg）
施肥設計

窒素 リン酸 カリ

基 肥 ８～10 8～10 8～10
追 肥 ２～５ ― ２～５

堆肥：２～３t
病害虫防除 抵抗性品種の導入。適期播種・適期収穫。

収穫適期 オオムギ サイレージ利用 ：出穂後15～20日

乾草・ロールベール利用：出穂期
イタリアンとの混播 ：オオムギの出穂期

ライムギ サイレージ利用 ：出穂期

乾草・ロールベール利用：出穂始～出穂期

 



Ⅲ　草種別栽培基準

科、年性等 イネ科、一年生、冬作、高品質、再生多収

極早生: さちあおば

早生　:

中生　: ナガハヒカリ、タチサカエ

晩生　: ヒタチヒカリ、スーパーエース、アキアオバ

播種期 ９月上旬～11月上旬　

２倍体品種　2.0～3.0kg/10a

４倍体品種　3.0～4.0kg/10a

土壌改良資材 Ⅳ 参考　３ 肥培管理（P34～36）を参照

Ｎ Ｐ2Ｏ5 Ｋ2Ｏ Ｎ Ｋ2Ｏ

８～10 15～18 ８～10 ３～５ ２～４

収穫期 年内草（極早生）：12月上旬、春１番草：３月下旬～５月上旬、

(２～４回刈り) 春２番草：４月下旬～６月上旬、春３番草（晩生）：７月上旬

生草収量

乾物収量

栽培上の
注意事項

利用上の
注意事項

・夏作物との組み合わせを考えて早晩性を選ぶ。
・水稲の前作には残根量の少ない極早生品種が適する。
・麦類との混播（夏播栽培）には早生品種が適する。
・８月の早播は、いもち病や立枯れが発生し易いので避ける。
・十分な発芽数を確保するには、播種前の砕土と播種後の鎮圧が重要である。
・硝酸態窒素の蓄積予防のため、肥沃地では施肥をひかえる。
・冬期の生育が不良で葉色がうすい場合は、早春追肥(２月末まで)の効果が高
  い。

・ＴＤＮ収量が最も高く、水分が低下する出穂期が収穫適期である。
・良質サイレージに調製するには予乾が重要である。
・極早生品種を９月上旬に播種すれば年内に出穂期に達し、良質な年内草サイ
　レージが得られる。
・冠さび病等が多発した場合は飼料価値が低下するので早めに収穫する。

１　イタリアンライグラス

ワセユタカ、タチマサリ、いなずま、きららワセ、ニオウダチ、
ワセアオバ

播種量
(散播)

施肥量

基肥（kg/10a） 追肥（kg/10a、１回） 追肥時期

刈取後(２月下旬)

奨励品種

目標収量
(ｔ/10a)

7.0～8.5

1.1～1.5

3



科、年性等 イネ科、一年生、冬作、高品質、子実多収

極早生:

晩生　: 前進

播種期

単播 6.0～8.0

混播 ｴﾝﾊﾞｸ　3.0～4.0　＋　ｲﾀﾘｱﾝﾗｲｸﾞﾗｽ　3.0

土壌改良
資材

Ⅳ 参考　３ 肥培管理（P34～36）を参照

Ｎ Ｐ2Ｏ5 Ｋ2Ｏ Ｎ Ｋ2Ｏ

７～８ 10～12 7 ２～５ ２～４

収穫期 夏播栽培　12月上旬 （乳熟～糊熟期）　

秋播栽培　５月上旬～６月上旬 (糊熟期）

生草収量 　3.5～5.0

乾物収量 　0.7～1.0

栽培上の
注意事項

利用上の
注意事項

奨励品種

目標収量
(ｔ/10a)

・秋播栽培で冬期の生育が不良の場合、早春追肥（２月下旬）の効果が高い。
・極早生品種を９月上旬までに播種すれば、年内に乳熟～糊熟期に達し、良質な
　ホールクロップサイレージが得られる。
・極早生品種は春播栽培(３月上旬播、６月下旬糊熟期収穫)も可能である。

・肥沃地では、倒伏しやすいので刈り遅れないよう留意する。
・サイレージ調製では２～３cmに細切し詰め込み密度を高めると高品質のものが
　できる。

２　エンバク

はえいぶき、極早生スプリンター、ウエスト、
スーパーハヤテ「隼」、たちいぶき

夏播栽培　８月下旬～９月上旬
秋播栽培　10月下旬～11月下旬

施肥量

基肥（kg/10a） 追肥（kg/10a、１回） 追肥時期

（２月下旬）

播種法及び
播種量
(kg/10a)

4



科、年性等 イネ科、一年生、冬作、早熟、子実多収

奨励品種 極早生:

播種期

単播 6.0～8.0

混播 ｵｵﾑｷﾞ 3.0～4.0 ＋ ｲﾀﾘｱﾝﾗｲｸﾞﾗｽ 2.0～3.0

土壌改良
資材

Ⅳ 参考　３ 肥培管理（P34～36）を参照

Ｎ Ｐ2Ｏ5 Ｋ2Ｏ

６～８ 12～15 ６～８

夏播栽培　 12月上旬 （乳熟期）　

秋播栽培　 ４月中旬～下旬 (糊熟期）

生草収量

乾物収量

栽培上の
注意事項

利用上の
注意事項

・耐湿性が劣るため、排水良好なほ場を選択する。
・縞萎縮病常発地での栽培はさける。
・他の麦類より耐酸性が劣るため、石灰の施用効果が高い。
・耐倒伏性が強いため、秋播の混播栽培でも倒伏しにくい。

・糊熟期に刈り取れば良質なホールクロップサイレージが得られる。
・細茎で乾き易いため、出穂期刈のロールベール利用も可能である。

３　オオムギ

ワセミドリ２条

夏播栽培　９月上旬～９月中旬
秋播栽培　10月下旬～11月下旬

施肥量
(kg/10a)

基肥

収穫期

播種法及び
播種量
(kg/10a)

目標収量
(ｔ/10a)

2.0～4.0

0.5～0.8

5



科、年性等 イネ科、一年生、冬作、耐寒性強

奨励品種 極早生:

播種期 10月下旬～12月下旬、適期は10月下旬～11月下旬

６～８kg/10a

12月以降に播き遅れた場合は１割増し

土壌改良
資材

Ⅳ 参考　３ 肥培管理（P34～36）を参照

Ｎ Ｐ2Ｏ5 Ｋ2Ｏ

６～８ 12 ６～８

４月上旬～５月上旬

＊出穂期が収穫適期

生草収量 3.5～4.0

乾物収量 0.5～0.7

栽培上の
注意事項

利用上の
注意事項

・耐寒性が強いため、播き遅れても安定収量が得られる。
・肥沃地では倒伏に留意する。

・細茎で乾燥しやすいため、ロールベール利用に適する。
・出穂期が収穫適期。出穂後は桿が硬化しやすく、消化性と嗜好性が低下する
　ので適期刈りを心がける。

４　ライムギ

春一番

播種量
（散播）

施肥量
(kg/10a)

基肥

収穫期

目標収量
(ｔ/10a)
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科、年性等

中生　:

晩生　: フレンド

播種期 ９月上旬～10月上旬

条播 0.5～1.0

散播 2.5～3.0 （採草用）

散播 4.0 （放牧用）

追肥時期

Ｎ Ｐ2Ｏ5 Ｋ2Ｏ Ｎ Ｋ2Ｏ

採草用： ８～12 10～15 10～12 10～20 12～20

放牧用： ５～６ 10 ５～６ ７～12 ７～12

採草用： ５月上旬～10月上旬 　　＊出穂期が収穫適期

放牧用： ４月上旬～11月上旬

生草収量 5.0～6.0

乾物収量 1.0～1.2

(処理時期) (生育時期)

１回 7月上旬～8月上旬 刈取後10～14日目 ｱｼｭﾗﾑ・800ml

２回 9月上旬～10月上旬 播種直前 ﾗｳﾝﾄﾞｱｯﾌﾟ･500ml,水100L

３回 11月中旬～12月上旬 発芽ｷﾞｼｷﾞｼ対策 ｱｼｭﾗﾑ・500ml

利用上の
注意事項

イネ科、多年生、冬作、耐寒性・耐暑性(高:ｲﾀﾘｱﾝ比)、嗜好性・消化性
・再生力(高)

ハイフローラ

５　ペレニアルライグラス・ハイブリッドライグラス

目標収量
(ｔ/10a)

収穫期

播種法及び
播種量
(kg/10a)

奨励品種

栽培上の
注意事項

・発芽を揃えるため、種子と土壌を密着させて種子の水分吸収を助ける鎮圧が
　重要。
・石灰、リンの施用は晩秋期。
・ギシギシの駆除は更新時に実施。

(薬剤名・量)

・サイレージ調製時は予乾して細切りにすると良い。
・初秋から晩秋期にかけて整理刈りを行い、翌春の再生に備える。

施肥量
(kg/10a)

基肥 追肥

早春及び刈り取
り(放牧)ごとに
分施
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科、年性等

極早生:

中生　: マキバミドリ

播種期 ９月上旬～10月上旬

条播 1.5～2.5

散播 2.5～3.0 （採草用）

散播 4.0 （放牧用）

追肥時期

Ｎ Ｐ2Ｏ5 Ｋ2Ｏ Ｎ Ｋ2Ｏ

採草用： ８～12 10～15 10～12 10～20 12～20

放牧用： ５～６ 10 ５～６ ７～12 ７～12

採草用： ５月上旬～10月上旬

放牧用： ４月上旬～11月上旬

生草収量 5.0～6.0 ＊出穂期が収穫適期

乾物収量 1.0～1.2

(処理時期) (生育時期)

１回 7月上旬～8月上旬 刈取後10～14日目 ｱｼｭﾗﾑ・800ml

２回 9月上旬～10月上旬 播種直前 ﾗｳﾝﾄﾞｱｯﾌﾟ･500ml,水100L

３回 11月中旬～12月上旬 発芽ｷﾞｼｷﾞｼ対策 ｱｼｭﾗﾑ・500ml

利用上の
注意事項

イネ科、多年生、冬作、耐寒性・耐暑性(高)、品質(低:ﾄｰﾙﾌｪｽｸ比)

アキミドリⅡ

６　オーチャードグラス

収穫期

播種法及び
播種量
(kg/10a)

奨励品種

栽培上の
注意事項

・発芽を揃えるため、種子と土壌を密着させて種子の水分吸収を助ける鎮圧が
　重要。
・石灰、リンの施用は晩秋期。
・ギシギシの駆除は更新時に実施。

(薬剤名・量)

・サイレージ調製時は予乾して細切りにすると良い。
・初秋から晩秋期にかけて整理刈りを行い、翌春の再生に備える。

施肥量
(kg/10a)

基肥 追肥

早春及び刈り取
り(放牧)ごとに
分施

目標収量
(ｔ/10a)

8



科、年性等

極早生：

中生　： サザンクロス

晩生　： ホクリョウ

播種期 ９月上旬～10月上旬

条播 0.5～1.0

散播 2.5～3.0 (採草用)

散播 4.0 (放牧用)

追肥時期

Ｎ Ｐ2Ｏ5 Ｋ2Ｏ Ｎ Ｋ2Ｏ

採草用： ８～12 10～15 10～12 10～20 12～20

放牧用： ５～６ 10 ５～６ ７～12 ７～12

収穫期 採草用： ５月上旬～10月上旬

放牧用： ４月上旬～11月上旬

生草収量 5.0～6.0 　　＊出穂期が収穫適期

乾物収量 1.0～1.2

(処理時期) (生育時期)

１回 7月上旬～8月上旬 刈取後10～14日目 ｱｼｭﾗﾑ・800ml

２回 9月上旬～10月上旬 播種直前 ﾗｳﾝﾄﾞｱｯﾌﾟ･500ml,水100L

３回 11月中旬～12月上旬 発芽ｷﾞｼｷﾞｼ対策 ｱｼｭﾗﾑ・500ml

利用上の
注意事項

イネ科、多年生、冬作、耐暑性・永続性・耐乾性・低温伸長性・再生力(高)、
嗜好性(低)

ナンリョウ

７　トールフェスク

播種法及び
播種量
(kg/10a)

栽培上の
注意事項

・発芽を揃えるため、種子と土壌を密着させて種子の水分吸収を助ける鎮圧が
　重要。
・石灰、リンの施用は晩秋期。
・ギシギシの駆除は更新時に実施。

(薬剤名・量)

奨励品種

・嗜好性に劣ることからオーチャード、クローバー類との混播を推奨。
・スポーツターフ用品種はエンドファイトと共生するものがあるので使用し
  ない｡
・サイレージ調製時は予乾して細切りにすると良い。
・初秋から晩秋期にかけて整理刈りを行い、翌春の再生に備える。

施肥量
(kg/10a)

基肥 追肥

早春及び刈り取
り(放牧)ごとに
分施

目標収量
(ｔ/10a)
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科、年性等

奨励品種 晩生　：

９月中旬～10月中旬

散播 4.0

Ｎ Ｐ2Ｏ5 Ｋ2Ｏ Ｎ Ｋ2Ｏ

８～10 10～15 ８～10 ３～４ ３～４

採草用： ５月上旬～10月上旬

放牧利用 ４月下旬～11月上旬 　＊草高20cmが放牧適期

生草収量 7.0～8.0

乾物収量 1.2～1.5

栽培上の
注意事項

利用上の
注意事項

８　リードカナリーグラス

播種期

播種法及び
播種量
(kg/10a)

目標収量
(ｔ/10a)

収穫期

・利用時期が遅れると再生が悪くなる。
・出穂が多くなると嗜好性が悪くなる。
・夏枯れがひどいときは放牧を控える。

イネ科、多年生、冬作、耐湿性・耐乾性・耐暑性・越夏性(高)、
耐冠水性(牧草中最強)、アレロパシー(含)

パラトン、ベンチャー

＊最適期：９月下旬

施肥量
(kg/10a)

基肥 追肥 追肥時期

播種後１か月、
放牧後

・発芽を揃えるため、種子と土壌を密着させて種子の水分吸収を助ける鎮圧が
　重要。
・雑草との競合に極めて強いが、広葉雑草が目立つ場合や放牧圧が低い場合は
　掃除刈りを行う。
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科、年性等 イネ科、一年生、夏作、ＴＤＮ収量(高)

早生　：

中生　： ゆめそだち、ゆめつよし

二期作用： スノーデント王夏

播種期 ４月下旬～６月中旬

早生 7,000～8,000

中生 6,000～7,000

Ｎ Ｐ2Ｏ5 Ｋ2Ｏ Ｎ Ｋ2Ｏ

8～10 10～12 8～10 4～5 4～5

８月上旬～９月下旬

生草収量 3.7～8.5

乾物収量 1.2～2.4

栽培上の
注意事項

利用上の
注意事項

・平均気温が約10℃(平均地温８℃：ソメイヨシノの満開時期)になれば播種が
　可能。
・早播きでは、成長点を遅霜の被害から守るため覆土をやや深め(３cm前後)に
　する。
・除草剤の散布は、作業能率・防除効果等を考慮すると、播種後～出芽直前が
　適当。
・散布は規定の薬量(別表参考)を100Lの水に希釈し、早朝か夕方の風の弱い
　時間帯に行う。
・Ｆ１品種の自家採種は減収を招き特性を失う。
・連作は３～４年とし、ソルガム類等と輪作し、排水をよくする。

９　トウモロコシ

播種法及び
裁植密度
(本/10a)

目標収量
(ｔ/10a)

・刈り取りは黄熟期に行う(絹糸抽出期より30～35日目)。
・虫害、病害がひどい時は早めに刈り取る。
・サイロに詰め込む時は１cm程度に細断する。
・獣害対策をする(別章参照)。

セシリア、ＮＳ６８Ａ、ゆめちから、タカネスター

＊ミルクライン(雌穂の断面を見た時の、子実の黄色い部分
　と白い部分の線)が中央に来た時が刈り取り適期。

施肥量
(kg/10a)

基肥 追肥 追肥時期

本葉６～７枚期
(播種後１か月)

収穫期

奨励品種

11



科、年性等

極早生：

早生　： ベールスーダン

極晩生： ドライスーダンⅡ

播種期 ４月下旬～６月下旬

散播 6～10 （ロールベール利用には、厚まきして桿を細くする）

Ｎ Ｐ2Ｏ5 Ｋ2Ｏ Ｎ Ｋ2Ｏ

８～10 12～15 ８～10 10～12 ８～10

収穫期

(２～４回刈り)

生草収量 4.4～13.5

乾物収量 1.3～4.4

栽培上の
注意事項

利用上の
注意事項

・乾草利用向き。
・草丈1.5ｍ以下の若刈りは、青酸中毒を起こす危険性が高い。
・多回刈りの場合、初回は地上高10cm、２回目以降は地ぎわ刈りが再生を促す。

１番草：7月下旬～8月下旬、
２番草：9月上旬～下旬（約1ヵ月後）、３番草：10月中旬
＊出穂期が収穫適期

１０　スーダングラス（ソルガム類）

播種法及び
播種量
(kg/10a)

目標収量
(ｔ/10a)

イネ科、一年生、夏作、細茎、中桿、多分げつ、再生(良)、低温伸長性(良)、
耐乾性(高)

スーダングラス乾草、ドライスーダン、ヘイスーダン

・日長に敏感な作物なので、過度の早播きは短桿で出穂する。
・生育有効基準温度約12℃。

施肥量
(kg/10a)

基肥 追肥 追肥時期

播種後1か月目と
刈り取り後に分施

奨励品種
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科、年性等

早生　：

中生　： スダックス

極晩生： ウインドブレイク、おおきいソルゴー

播種期 ４月下旬～６月下旬

条播 2～3

散播 3～4

Ｎ Ｐ2Ｏ5 Ｋ2Ｏ Ｎ Ｋ2Ｏ

８～10 12～15 ８～10 10～12 ８～10

収穫期 １番草：８月上旬～下旬、２番草：10月中旬

(１～２回刈り)

生草収量 4.4～13.5

乾物収量 1.3～4.4

栽培上の
注意事項

利用上の
注意事項

１１　スーダン型（ソルガム類）

播種法及び
播種量
(kg/10a)

奨励品種

施肥量
(kg/10a)

基肥 追肥 追肥時期

播種後1か月目と
刈り取り後に分施

・日長に敏感な作物なので、過度の早播きは短桿で出穂する。
・生育有効基準温度約13℃。

目標収量
(ｔ/10a)

・生草及びサイレージ向き。
・草丈1.5ｍ以下の若刈りは、青酸中毒を起こす危険性が高い。
・多回刈りの場合、地上高10cm刈りが再生を促す。

イネ科、一年生、夏作、細茎、中桿、多分げつ、再生(良)、低温伸長性(良)

クミアイソルガム２号、改良多収ソルゴー、ＢＭＲスイート

＊青刈り用は出穂期が収穫適期
　サイレージ用は乳～糊熟期が収穫適期
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科、年性等

中生　：

晩生　： 甘味ソルゴー、秋立

極晩生： 天高、風立

播種期 ４月下旬～６月下旬

条播 2～3

散播 3～4

Ｎ Ｐ2Ｏ5 Ｋ2Ｏ Ｎ Ｋ2Ｏ

８～10 12～15 ８～10 10～12 ８～10

収穫期 １番草：８月上旬～下旬、２番草：10月中旬

(１～２回刈り)

生草収量 4.8～14.7

乾物収量 1.4～4.5

栽培上の
注意事項

利用上の
注意事項

１２　ソルゴー型（ソルガム類）

播種法及び
播種量
(kg/10a)

目標収量
(ｔ/10a)

施肥量
(kg/10a)

基肥 追肥 追肥時期

播種後1か月目と
刈り取り後に分施

奨励品種

・日長に敏感な作物なので、過度の早播きは短桿で出穂する。
・生育有効基準温度約15℃。

・サイレージ利用に適する。
・草丈1.5ｍ以下の若刈りは、青酸中毒を起こす危険性が高い。
・多回刈りの場合、地上高10cm刈りが再生を促す。

イネ科、一年生、夏作、太茎、長桿、少分げつ

高糖分ソルゴー、ゴールドソルゴーⅡ

＊青刈り用は出穂期が収穫適期
　サイレージ用は乳～糊熟期が収穫適期
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科、年性等

極早生：

早生　： 葉月、ミニソルゴー

播種期 ４月下旬～６月下旬

条播 2～3

散播 3～4

Ｎ Ｐ2Ｏ5 Ｋ2Ｏ Ｎ Ｋ2Ｏ

８～10 12～15 ８～10 10～12 ８～10

収穫期 １番草：８月上旬～下旬、２番草：10月中旬

(１～２回刈り)

生草収量 3.5～8.3

乾物収量 1.0～2.5

栽培上の
注意事項

利用上の
注意事項

１３　兼用型・子実型(ソルガム類)

播種法及び
播種量
(kg/10a)

目標収量
(ｔ/10a)

施肥量
(kg/10a)

基肥 追肥 追肥時期

播種後1か月目と
刈り取り後に分施

奨励品種

・日長に敏感な作物なので、過度の早播きは短桿で出穂する。
・生育有効基準温度約15℃。

・草丈1.5ｍ以下の若刈りは、青酸中毒を起こす危険性が高い。
・多回刈りの場合、地上高10cm刈りが再生を促す。

イネ科、一年生、夏作、太茎、短桿、少分げつ、再生(中)、穂割合(高)、
栄養収量(高)

ナツイブキ

＊青刈り用は出穂期が収穫適期
　サイレージ用は乳～糊熟期が収穫適期
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科、年性等

中生　：

晩生　： グリーンミレット晩生

播種期 ４月下旬～６月下旬

条播 1.0～2.0

散播 2.0～3.0

Ｎ Ｐ2Ｏ5 Ｋ2Ｏ Ｎ Ｋ2Ｏ

８ ８ ８ ４～５ ３～４

収穫期

(２～３回刈り)

生草収量 5.0～6.0

乾物収量 0.7～1.0

栽培上の
注意事項

利用上の
注意事項

目標収量
(ｔ/10a)

・暖地型牧草は糖分が少ないことから、刈り取り後の糖分の損失を少しでも
　抑制するため、雨天時に刈り取らない。
・予乾時期は気温が高いため、乾かしすぎに注意する。

イネ科、一年生、夏作、耐湿性(高)、茎細、ロールベール体系(適)

アオバミレット

１４　栽培ヒエ

播種法及び
播種量
(kg/10a)

・発芽を揃えるため鎮圧が必要。
・栽培ヒエは休眠性が無く、種子が落ちてもすぐに発芽し、越冬しないので
　雑草化を懸念する必要は無い。

１番草：６月下旬～７月中旬、２番草：８月上旬～下旬、
３番草：９月中～下旬

＊２回刈り又は乾草利用は穂ばらみ期が収穫適期
　１回刈りまたはサイレージ利用は糊熟期が収穫適期

施肥量
(kg/10a)

基肥 追肥 追肥時期

播種後25日及び
刈り取り後

奨励品種
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科、年性等

早生　：

中生　： カタンボラ

播種期 ５月下旬～６月下旬

2.0～3.0kg/10a

コート種子は、5.0～6.0kg/10a

Ｎ Ｐ2Ｏ5 Ｋ2Ｏ Ｎ Ｋ2Ｏ

８ 15 ８ ５～７ ４～６

収穫期

(２～３回刈り) ＊出穂期が収穫適期

生草収量 7.0～8.0

乾物収量 1.2～1.5

栽培上の
注意事項

利用上の
注意事項

１５　ローズグラス

イネ科、一年生、夏作、初期生育良好、再生良好、乾燥速度早い

アサツユ

施肥量

奨励品種

基肥（kg/10a） 追肥（kg/10a、１回） 追肥時期

刈取り後

・早播きは、ノビエ等の雑草に被圧されやすいので避ける。
・種子が小さいため２cm以上覆土すると出芽しにくい。播種深度が１cm程度と
  なるよう軽く覆土する。
・覆土が浅いと乾燥しやすいので、播種前の砕土、播種後の鎮圧を丁寧に行って
  発芽を促すこと。できれば降雨直前に播種する。
・広葉雑草が多い場合は、掃除刈りの効果が高い。

・倒伏、刈り遅れ、低刈り、集草遅れは再生不良につながるので留意する。
・細茎で乾燥速度が速いためロールベール利用に適し、好天が続けば乾草利用
　も可能である。

１番草：７月中旬～下旬、２番草：８月中旬～下旬、３番草：９月下旬～10月上
旬

目標収量
(ｔ/10a)

播種量
(散播)
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科、年性等

極早生：

早生　： ナツカゼ

播種期 ５月下旬～６月下旬

1.5～2.0kg/10a

コート種子は、2.0～3.0kg/10a

Ｎ Ｐ2Ｏ5 Ｋ2Ｏ Ｎ Ｋ2Ｏ

８ 15 ８ ５～６ ４～５

収穫期

(２～３回刈り) ＊出穂期が収穫適期

生草収量 8.0～9.0

乾物収量 1.3～1.6

栽培上の
注意事項

利用上の
注意事項

・耐湿性が劣るため、強湿田での栽培は避ける。
・早播きは、ノビエ等の雑草に被圧されやすいので避ける。
・種子が小さいため２cm以上覆土すると出芽しにくい。播種深度が１cm程度と
　なるよう軽く覆土する。
・覆土が浅いと種子が乾燥しやすいので、播種前の砕土、播種後の鎮圧を丁寧に
　行って発芽を促す。できれば降雨直前に播種する。
・機械で播種する場合は、砂や堆肥などの増量剤を用いる。
・広葉雑草が多い場合は、掃除刈りの効果が高い。

・出穂後は稈が硬化しやすく消化性と嗜好性が低下するので適期刈りを心がけ
　る。
・倒伏、刈り遅れ、低刈り、集草遅れは再生不良につながるので留意する。
・乾きやすいのでロールベール利用に適する。

１番草：７月中旬～下旬、２番草：８月中旬～下旬、３番草：９月下旬～10月上
旬

目標収量
(ｔ/10a)

１６　ギニアグラス

イネ科、一年生、夏作、イネ科、耐乾性強、多収、線虫抑制

ナツコマキ

施肥量

播種量
(散播)

基肥　（kg/10a） 追肥（kg/10a、１回） 追肥時期

刈取り後

奨励品種
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科、年性等

奨励品種 早生　：

播種期 ５月下旬～６月下旬

Ｎ Ｐ2Ｏ5 Ｋ2Ｏ Ｎ Ｋ2Ｏ

８ 15 ８ ５～６ ４～５

収穫期

(２～３回刈り) ＊出穂期が収穫適期

生草収量 7.0～8.0

乾物収量 1.2～1.5

栽培上の
注意事項

利用上の
注意事項

・ギニアグラスやローズグラスよりも耐湿性が強いため、湿田でも安定多收が
　望める。
・肥沃地では倒伏に留意する。
・早播きは、ノビエ等の雑草に被圧されやすいので避ける。
・種子が小さいため２cm以上覆土すると出芽しにくい。播種深度が１cm程度と
　なるよう軽く覆土する。
・覆土が浅いと種子が乾燥しやすいので、播種前の砕土、播種後の鎮圧を丁寧に
　行って発芽を促す。できれば降雨直前に播種する。
・機械で播種する場合は、砂や堆肥などの増量剤を用いる。
・広葉雑草が多い場合は、掃除刈りの効果が高い。

・倒伏、刈り遅れ、低刈り、集草遅れは再生不良につながるので留意する。
・茎が柔らかく、乾きやすいのでロールベール利用に適する。

１番草：７月中旬～下旬、２番草：８月中旬～下旬、
３番草：９月下旬～10月上旬

目標収量
(ｔ/10a)

１７　カラードギニアグラス

イネ科、一年生、夏作、耐湿性中、乾燥速度早い

タミドリ

施肥量

播種量
(散播)

2.0～3.0kg/10a

基肥　（kg/10a） 追肥（kg/10a、１回） 追肥時期

刈取り後
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早生　 ：

中生～晩生： クサノホシ、たちすずか

移植栽培

移植期 生育量確保のため早植（平坦部でも６月中旬まで）

播種量（g/箱） ホシアオバ160、クサノホシ・たちすずか120程度

栽植密度 茎数確保のため20株/ｍ
2
以上

湛水直播栽培

播種期 生育量確保のため早播（４月下旬～５月下旬、平均気温15℃以上）　

3.5～4.5 (ホシアオバ)

3.0～3.5 (クサノホシ・たちすずか)

基肥６、穂肥４を目安

追肥は出穂前30～20日前を目安に穂肥として施用

牛糞堆肥を２ｔ/10a程度施用する場合、リン酸、カリは不要

出穂期後25～40日（糊熟期～黄熟期）、水分65％以下

生草収量 2.4

乾物収量 1.5

＊別表参照

　

１８　飼料用イネ

科、年性等 イネ科、一年生、夏作、水稲のホールクロップサイレージ利用

ホシアオバ９月上旬～下旬、クサノホシ・たちすずか９月下旬～10月中旬

・湛水直播の場合、播種後の落水管理により苗立を確保する。
・強めの中干しとその後の間断灌水により地耐力を高め、収穫作業を円滑
　に行えるようにするとともに、倒伏を防止して泥の混入による品質低下
　を防ぐ。落水も作業性を優先して、早めに行う。
・専用収穫機の導入により、収穫作業の効率化と品質の向上が図られる。
・専用品種は一般に多肥多収であるが、化学肥料や堆肥の多施用による窒
　素過多は紋枯病、コブノメイガ等病害虫や倒伏の発生を助長するので、
　ほ場の地力等に応じて加減する。

・殺虫殺菌剤及び除草剤は、「牛への安全性が確認されている農薬
＊
」を

　使用する。食用水稲より収穫が早いので、使用可能な時期が５～10日程
　度早まることに留意する。
・専用品種を作付ける場合は、ほ場の団地化等により主食用品種との交雑
　を避ける。作付けほ場を主食用品種に転換する場合は、収穫後早期の耕
　起、翌春の早めの荒代かきと丁寧な植代かき、初期除草剤と中期除草剤
  の体系処理などにより混種を防止する。

収穫期

・湛水状態で栽培するため硝酸塩中毒の危険性は低い。
・糖含量が低いため、適期収穫や完全密封、梱包密度の確保等により品質
  の向上に努める。
・ノビエ等の雑草が混入した場合、水分含量の相違等からサイレージの品
　質が低下する。
・タカサブロウ、アメリカセンダングサ等の茎が固い雑草が混入すると、
　ラッピングフィルムの破損や牛の嗜好性低下に繋がる。

ホシアオバ

播種量
(kg/10a)

利用上の
注意事項

栽培上の
注意事項

窒素施肥量(kg/10a)

目標収量
(ｔ/10a)

奨励品種
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移植栽培

移植期 ５月中旬～６月中旬

播種量（g/箱） ホシアオバ：160(乾籾)、北陸193号：120(乾籾)

栽植密度 50～60株／坪

直播栽培

播種期 ５月中下旬

　

１９　飼料用米

科、年性等 イネ科、一年生、夏作

播種量
(kg/10a)

湛水直播
　ホシアオバ：3.5～4.5　　※北陸193号は湛水直播には適さない
乾田直播
　ホシアオバ：５～８、北陸193号：４～６

中生～晩生：北陸193号

早生　　　：ホシアオバ
奨励品種

利用上の
注意事項

　
・鶏以外の家畜へ給与する場合は、圧ぺんや破砕等の物理的な加工処理が
　必要。
・牛・豚に対しては、全給与飼料中に30％程度の配合が可能。特に豚では
　肥育後期のみの給与の場合、50％程度の配合が可能。

窒素施肥量(kg/10a)

収穫期
北陸193号：10月中下旬

目標収量
(ｔ/10a)

栽培上の
注意事項

分施：基肥５～７、穂肥７～８
(基肥は鶏糞500kg/10a＋硫安12kg/10aの利用も可能)
緩効性肥料(基肥一発肥料)：中晩生用を用い、10～12

ホシアオバ：10月上旬

粗玄米：0.8

・ホシアオバや北陸193号のような専用品種を用いる場合はほ場、機械、
　施設での主食用品種との混種に注意する。
・生育量確保、成熟期の遅れによる登熟不良回避のため、遅植、遅播は避
　ける。
・ホシアオバは粒が大きいため、播種量を３割程度多くする。
・北陸193号は種子の休眠が深く、出芽が不良となるため、湛水直播栽培
　には適さない。
・窒素施肥量は収量を確保するため、分施で12～15kg/10a、緩効性肥料で
　10～12kg/10a程度を確実に施用する。ホシアオバは稈長が長くなると倒
　伏する場合があるので、極端な多肥は避ける。
・除草体系は一般の主食用米の栽培に準じる。
・ホシアオバ、北陸193号はいもち病、縞葉枯病に強いが、病害虫防除は
　発生状況に応じて適切に行う必要がある。また、籾で給与する場合は出
　穂期以降の防除は避ける。
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科、年性等

移植期 ３月上旬～４月下旬

植付け間隔１ｍ： ２～３

植付け間隔50cm： 10

Ｎ Ｐ2Ｏ5 Ｋ2Ｏ

6 6 6

周年

＊放牧適期：４月中旬～10月下旬

生草収量 2.0

乾物収量 0.7

栽培上の
注意事項

利用上の
注意事項

２０　ノシバ

目標収量
(ｔ/10a)

移植法及び
必要量

(ｍ
2
/10a)

堤堰や畦畔、苗床から掘り取った苗をほぐし、３～４茎を１株として植え付け
る。

イネ科、多年生、夏作、匍匐性、永続性(高)、耐湿性･耐陰性(低)

　朝駆

　みやこ
奨励品種

・苗の持ち運びには肥料袋が最適。
・日陰、湿潤な土地では繁殖しない。
・植え付け後は、牛が食べても抜けない程、強く踏む。
・ノシバは下の方向に向かってランナーが伸びることを念頭に置いて、傾斜地へ
　植え付ける。
・移植後１～３年は草の生産量が低い。

施肥量
(kg/10a)

基肥

・雑草の繁茂を抑制するため、移植後すぐ放牧する。
・ノシバが全面を被覆するまで(移植後１～３年)は、不食植物の除去を行う。
・ノシバが全面を被覆した場合(移植後３～４年後)、草丈５cmを維持する。

放牧期
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科、年性等

奨励品種 中生　：

播種期 ５月下旬～６月中旬

Ｎ Ｐ2Ｏ5 Ｋ2Ｏ Ｎ Ｋ2Ｏ

８～10 15～18 ８～10 4 4

収穫期

(２～６回刈り)

生草収量 4.5～5.5

乾物収量 1.5～2.0

栽培上の
注意事項

利用上の
注意事項

２１　バヒアグラス

播種法及び
播種量
(kg/10a)

散播

5月中旬～下旬、6月下旬、7月下旬、８月中旬～下旬、９月中旬、10月中旬

目標収量
(ｔ/10a)

施肥量
(kg/10a)

基肥 追肥 追肥時期

掃除刈り後

・種子は吸水が悪いため、砂と混ぜて種子の表面に傷をつけると発芽が促進され
  る。
・種子が小さいので増量剤として土を混ぜると播きムラ抑制となる。
・掃除刈り後、追肥を行い生育を助長させることが必要。
・日平均気温20℃以上にならないと発芽・生育ともに悪いため、雑草管理を十分
　に行う。

・草丈が高くなると嗜好性が落ちるため、放牧適期は草丈20～30cm。
・初期生育が緩慢であるため、ある程度定着するまでは放牧は避ける。

イネ科、多年生、夏作、匍匐性、耐踏圧性・耐乾性(高)、草丈1.5～2.0m

ナンゴク、ナンオウ

２～４
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マメ科、多年生 ２倍体： 耐寒性･永続性(高)、再生力(低)

冬作 ４倍体： 耐寒性･永続性(低)、再生力(高)

奨励品種 早生　：

播種期 ９月上旬～10月上旬

条播 0.5

散播 2.5～3.0 (採草用)

散播 4.0 (放牧用)

追肥時期

Ｎ Ｐ2Ｏ5 Ｋ2Ｏ Ｎ Ｋ2Ｏ

採草用： ８～12 10～15 10～12 10～20 12～20

放牧用： ５～６ 10 ５～６ ７～12 ７～12

採草用： ５月上旬～10月上旬 　　＊出穂期が収穫適期

放牧用： ４月上旬～11月上旬

生草収量 5.0～6.0

乾物収量 1.0～1.2

(処理時期) (生育時期)

１回 7月上旬～8月上旬 刈取後10～14日目 ｱｼｭﾗﾑ・800ml

２回 9月上旬～10月上旬 播種直前 ﾗｳﾝﾄﾞｱｯﾌﾟ･500ml,水100L

３回 11月中旬～12月上旬 発芽ｷﾞｼｷﾞｼ対策 ｱｼｭﾗﾑ・500ml

利用上の
注意事項

科、年性等

ケンランド(４倍体)

２２　アカクローバー

播種法及び
播種量
(kg/10a)

栽培上の
注意事項

・窒素吸収力(6kg/t)、リン酸吸収力(1kg/t)、窒素吸収力(4kg/t)を考慮した施肥
  管理が必要。
・発芽を揃えるため、種子と土壌を密着させて種子の水分吸収を助ける鎮圧が
  重要。
・石灰、リンの施用は晩秋期。
・ギシギシの駆除は更新時に実施。

(薬剤名・量)

・サイレージ調製時は予乾して細切りにすると良い。
・初秋から晩秋期にかけて整理刈りを行い、翌春の再生に備える。

施肥量
(kg/10a)

基肥 追肥

早春及び刈り取り
(放牧)ごとに分施

収穫期

目標収量
(ｔ/10a)
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科、年性等

奨励品種 中生　：

播種期 ９月上旬～10月上旬

条播 0.5

散播 2.5～3.0 (採草用)

散播 4.0 (放牧用)

追肥時期

Ｎ Ｐ2Ｏ5 Ｋ2Ｏ Ｎ Ｋ2Ｏ

採草用： ８～12 10～15 10～12 10～20 12～20

放牧用： ５～６ 10 ５～６ ７～12 ７～12

採草用： ５月上旬～10月上旬 ＊出穂期が収穫適期

放牧用： ４月上旬～11月上旬

生草収量 5.0～6.0

乾物収量 1.0～1.2

(処理時期) (生育時期)

１回 7月上旬～8月上旬 刈取後10～14日目 ｱｼｭﾗﾑ・800ml

２回 9月上旬～10月上旬 播種直前 ﾗｳﾝﾄﾞｱｯﾌﾟ･500ml,水100L

３回 11月中旬～12月上旬 発芽ｷﾞｼｷﾞｼ対策 ｱｼｭﾗﾑ・500ml

利用上の
注意事項

マメ科、多年生、冬作、分げつ(多)、匍匐性、耐寒性･耐酸性(高)

フィア、マキバシロ

２３　シロクローバー

播種法及び
播種量
(kg/10a)

栽培上の
注意事項

・発芽を揃えるため、種子と土壌を密着させて種子の水分吸収を助ける鎮圧が
  重要。
・石灰、リンの施用は晩秋期。
・ギシギシの駆除は更新時に実施。

(薬剤名・量)

・サイレージ調製時は予乾して細切りにすると良い。
・初秋から晩秋期にかけて整理刈りを行い、翌春の再生に備える。

施肥量
(kg/10a)

基肥 追肥

早春及び刈り取り
(放牧)ごとに分施

収穫期

目標収量
(ｔ/10a)
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科、年性等

奨励品種 中生　：

播種期 ８月中旬～９月上旬

Ｎ Ｐ2Ｏ5 Ｋ2Ｏ Ｎ Ｋ2Ｏ

８ 15 ８ 10～12 10～12

収穫期

(５～６回刈り)

生草収量 7.0

乾物収量 1.4

栽培上の
注意事項

利用上の
注意事項

２４　アルファルファ

播種法及び
播種量
(kg/10a)

散播 2.0

４月上旬～12月上旬

・サイレージ調製時は、含水率が50～60％まで予乾する。

マメ科、多年生、冬作、耐乾性・越夏性(高)、耐湿性・耐酸性(低)

ネオタチワカバ

施肥量
(kg/10a)

基肥 追肥 追肥時期

播種後1か月及び
刈り取り後

・排水の良いほ場を選ぶ。
・種子が小さいため、播種前の砕土と整地、播種後の鎮圧を十分行う。
・刈り取りは、１番草が草丈70～80cm、２番草以降は35～40日間隔を目安に実施
　する。
・刈り取りの高さは、地上高７～10cmとする。

目標収量
(ｔ/10a)
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堆肥の施用 酸度の矯正

ｐｐｐｐH5.5~6.5をををを
目標に。目標に。目標に。目標に。 耕起 肥料散布

整地 播種 鎮圧

収穫

硝酸態窒素の蓄積予防のため、硝酸態窒素の蓄積予防のため、硝酸態窒素の蓄積予防のため、硝酸態窒素の蓄積予防のため、
基準量を守りましょう。基準量を守りましょう。基準量を守りましょう。基準量を守りましょう。

播種適期、播種量に注意しましょう。

※※※※イタリアンライグラスでは、イタリアンライグラスでは、イタリアンライグラスでは、イタリアンライグラスでは、
播種時期が早すぎると播種時期が早すぎると播種時期が早すぎると播種時期が早すぎると
いもち病を発症するおそれがあります。いもち病を発症するおそれがあります。いもち病を発症するおそれがあります。いもち病を発症するおそれがあります。

収穫適期を逃さない。
栄養価や収量を確保するため、収穫適期を見極めましょう。
※※※※イタリアンライグラス：出穂期イタリアンライグラス：出穂期イタリアンライグラス：出穂期イタリアンライグラス：出穂期
※※※※栽培ヒエ栽培ヒエ栽培ヒエ栽培ヒエ ：：：：1回刈りまたはサイレージ利用；糊熟期回刈りまたはサイレージ利用；糊熟期回刈りまたはサイレージ利用；糊熟期回刈りまたはサイレージ利用；糊熟期

2回刈りまたは乾草利用；穂ばらみ期回刈りまたは乾草利用；穂ばらみ期回刈りまたは乾草利用；穂ばらみ期回刈りまたは乾草利用；穂ばらみ期
牛ふん堆肥は化学肥料の代替というよりも
土壌改良・地力向上効果の高い資材です。
しっかり入れましょう。

種子と土壌を密着させて
水分や養分の吸収を助け
発芽を促します。

※※※※夏作や種子の小さい作物では夏作や種子の小さい作物では夏作や種子の小さい作物では夏作や種子の小さい作物では
特に重要です。特に重要です。特に重要です。特に重要です。

ⅣⅣⅣⅣ 参考参考参考参考‐‐‐‐基本技術基本技術基本技術基本技術
１１１１ 飼料作物の栽培・調整飼料作物の栽培・調整飼料作物の栽培・調整飼料作物の栽培・調整
（１）作業の流れとポイント（１）作業の流れとポイント（１）作業の流れとポイント（１）作業の流れとポイント

いもち病を発症するおそれがあります。いもち病を発症するおそれがあります。いもち病を発症するおそれがあります。いもち病を発症するおそれがあります。

※※※※冬作（イタリアンライグラス）では、冬作（イタリアンライグラス）では、冬作（イタリアンライグラス）では、冬作（イタリアンライグラス）では、
播種量を増やしすぎると播種量を増やしすぎると播種量を増やしすぎると播種量を増やしすぎると
倒伏のおそれがあります。倒伏のおそれがあります。倒伏のおそれがあります。倒伏のおそれがあります。

※※※※夏作（栽培ヒエ）では、夏作（栽培ヒエ）では、夏作（栽培ヒエ）では、夏作（栽培ヒエ）では、
播種量を増やすと、増収します。播種量を増やすと、増収します。播種量を増やすと、増収します。播種量を増やすと、増収します。

サイレージ調製

予乾

梱包・収納

密封

保管
水分を60%以下に落とすことにより、酪酸発酵を抑えます。

※※※※夏の高温時には乾かしすぎに注意しましょう。夏の高温時には乾かしすぎに注意しましょう。夏の高温時には乾かしすぎに注意しましょう。夏の高温時には乾かしすぎに注意しましょう。

天気予報に注意して、
雨に当てないようにしましょう。

※※※※イタリアンライグラスは、イタリアンライグラスは、イタリアンライグラスは、イタリアンライグラスは、
刈り取り直後の降雨は品質に刈り取り直後の降雨は品質に刈り取り直後の降雨は品質に刈り取り直後の降雨は品質に
あまり影響ありませんが、あまり影響ありませんが、あまり影響ありませんが、あまり影響ありませんが、
ある程度乾いたものはある程度乾いたものはある程度乾いたものはある程度乾いたものは
決して雨に当ててはいけません。決して雨に当ててはいけません。決して雨に当ててはいけません。決して雨に当ててはいけません。

※※※※栽培ヒエは、栽培ヒエは、栽培ヒエは、栽培ヒエは、
刈り取り時から梱包まで、刈り取り時から梱包まで、刈り取り時から梱包まで、刈り取り時から梱包まで、
決して雨に当ててはいけません。決して雨に当ててはいけません。決して雨に当ててはいけません。決して雨に当ててはいけません。

空気を遮断して発酵させるため、
ラップする場合にはフィルムに
穴が開かないように巻き数を設定、
固定サイロの場合は完全に密封しましょう。

密封後は決して空気が入らないように。
ロールベールに防鳥網をかけるなど、
フィルムに傷が付かない工夫を。

飼料作物飼料作物飼料作物飼料作物をををを上手上手上手上手にににに
栽培栽培栽培栽培するためのするためのするためのするための着眼点着眼点着眼点着眼点

＊＊＊＊土土土土づくりづくりづくりづくり
＊＊＊＊品種選定品種選定品種選定品種選定
＊＊＊＊適正施肥適正施肥適正施肥適正施肥
＊＊＊＊刈刈刈刈りりりり取取取取りりりり適期適期適期適期
＊＊＊＊予乾予乾予乾予乾（（（（水分水分水分水分））））
＊＊＊＊気象情報気象情報気象情報気象情報
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（２）収穫ステージと栄養価（２）収穫ステージと栄養価（２）収穫ステージと栄養価（２）収穫ステージと栄養価 

                              （原物中 ％） 

 

   作物名 

 

 生育
 

 段階
 

 

      組          成 栄 養 価 

水分
 

 

粗蛋 

白質 

粗脂肪
 

 

可溶性 

無窒素物 

粗繊維
 

 

ADF
 

 

粗灰分
 

 

DM
 

 

DCP
 

 

TDN
 

 

1.ｲﾀﾘｱﾝ 

 ﾗｲｸﾞﾗｽ 

 

出穂前 

出穂期 

開花期 

83.7 

84.7 

78.3 

3.0 

2.1 

1.8 

0.8 

0.6 

0.6 

 7.6 

 6.7 

10.6 

3.2 

4.3 

6.9 

 3.7 

 5.0 

 8.1 

 1.7 

 1.6 

13.5 

16.3 

15.3 

21.7 

2.3 

1.6 

1.0 

11.8 

10.6 

12.9 

2.ｴﾝﾊﾞｸ 

 

 

 

出穂前 

出穂期 

乳熟期 

糊熟期 

87.5 

84.2 

77.1 

75.0 

2.9 

2.0 

2.0 

2.0 

0.8 

0.5 

0.7 

0.7 

 4.7 

 6.8 

11.1 

12.9 

2.5 

5.1 

7.3 

7.4 

 2.9 

 5.9 

 8.5 

 8.6 

 1.6 

 1.4 

 1.8 

 2.0 

12.5 

15.8 

22.9 

25.0 

2.0 

1.3 

1.1 

1.1 

 8.9 

10.4 

13.7 

14.5 

3.ｵｵﾑｷﾞ 

 

 

 

出穂前 

出穂期 

乳熟期 

糊熟期 

87.8 

82.3 

74.6 

72.0 

2.3 

2.3 

2.8 

2.4 

0.6 

0.5 

0.7 

0.7 

 4.8 

 8.5 

12.5 

15.6 

3.3 

4.7 

7.2 

7.3 

 4.0 

 5.7 

 8.6 

 8.8 

 1.2 

 1.7 

 2.2 

 2.0 

12.2 

17.7 

25.4 

28.0 

1.7 

1.4 

1.7 

1.4 

 8.9 

11.9 

14.3 

16.4 

4.ﾗｲﾑｷﾞ 

 

 

出穂前 

出穂期 

開花期 

86.1 

83.8 

75.9 

3.6 

2.1 

2.2 

0.9 

0.5 

0.8 

 5.1 

 7.5 

11.2 

2.7 

4.8 

8.2 

   - 

   - 

   - 

 1.6 

 1.3 

 1.7 

13.9 

16.2 

24.1 

2.7 

1.4 

1.2 

10.1 

11.1 

14.6 

5.ﾍﾟﾚﾆｱﾙ･ﾊ

ｲﾌﾞﾘｯﾄﾞﾗｲ

ｸﾞﾗｽ 

出穂前 

出穂期 

開花期 

83.6 

80.5 

76.0 

2.8 

2.0 

2.3 

0.7 

0.7 

1.1 

 7.6 

 9.7 

10.5 

3.5 

5.3 

7.0 

 4.1 

 6.2 

 8.2 

 1.8 

 1.8 

 3.1 

16.4 

19.5 

24.0 

2.2 

1.5 

1.3 

11.7 

13.6 

13.9 

6.ｵｰﾁｬｰﾄﾞ 

ｸﾞﾗｽ 

 

出穂前 

出穂期 

開花期 

82.4 

80.5 

73.7 

3.1 

2.3 

2.4 

0.9 

0.7 

0.9 

 7.3 

 9.1 

11.6 

4.4 

5.7 

9.2 

 5.1 

 6.7 

10.9 

 1.9 

 1.7 

 2.2 

17.6 

19.5 

26.3 

2.3 

1.5 

1.2 

12.1 

12.4 

15.1 

7.ﾄｰﾙﾌｪｽｸ 

 

出穂前 

出穂期 

開花期 

81.2 

79.1 

70.1 

3.2 

2.2 

2.0 

0.7 

0.6 

0.7 

 8.2 

10.1 

14.2 

4.7 

6.1 

10.7 

 5.5 

 7.2 

12.6 

 2.0 

 1.9 

 2.3 

18.8 

20.9 

29.9 

2.4 

1.5 

1.1 

13.2 

13.1 

16.6 

8.ﾘｰﾄﾞｶﾅﾘｰｸﾞﾗｽ 出穂前 79.0 3.0 0.6  9.7 5.3  6.2  2.4 21.0 2.1 12.1 

9.ﾄｳﾓﾛｺｼ 

 

乳熟期 

糊熟期 

黄熟期 

80.5 

78.3 

72.9 

1.8 

1.8 

2.1 

0.6 

0.6 

0.7 

10.5 

12.4 

16.6 

5.4 

5.6 

6.2 

 6.9 

 7.2 

 8.0 

 1.2 

 1.3 

 1.5 

19.5 

21.7 

27.1 

1.2 

1.2 

1.2 

13.8 

15.5 

19.1 

10.ｿﾙｶﾞﾑ 

 

 

 

出穂前 

出穂期 

開花期 

乳熟期 

85.1 

79.7 

77.5 

76.0 

1.6 

1.8 

2.0 

1.6 

0.4 

0.5 

0.4 

0.4 

 6.8 

 9.6 

11.6 

13.3 

4.8 

6.7 

7.1 

7.2 

 6.0 

 8.4 

 9.0 

 9.2 

 1.3 

 1.7 

 1.4 

 1.5 

14.9 

20.3 

22.5 

24.0 

1.2 

1.1 

1.1 

0.6 

10.4 

12.1 

12.8 

13.5 

11.栽培ﾋｴ 出穂前 87.7 1.8 0.2  4.5 3.7  4.7 2.1 12.3 1.1 12.9 
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                              （原物中 ％） 

 

   作物名 

 

 生育
 

 段階 

      組          成 栄 養 価 

水分
 

 

粗蛋 

白質 

粗脂肪
 

 

可溶性 

無窒素物 

粗繊維
 

 

ADF
 

 

粗灰分
 

 

DM
 

 

DCP
 

 

TDN
 

 

12.ﾛｰｽﾞｸﾞﾗ

ｽ 

 

出穂前 

出穂期 

開花期 

85.9 

81.4 

81.1 

2.7 

2.5 

2.3 

0.7 

0.5 

0.6 

 5.2 

 7.6 

 7.8 

3.8 

6.1 

6.1 

 4.5 

 7.2 

 7.2 

1.7 

1.9 

2.1 

14.1 

18.6 

28.9 

2.1 

1.9 

1.6 

 9.5 

12.1 

11.6 

13.ｷﾞﾆｱｸﾞ 

ﾗｽ 

出穂前 

出穂期 

86.0 

79.1 

1.9 

1.9 

0.4 

0.5 

 4.7 

 8.7 

4.6 

7.1 

 5.4 

 8.3 

2.4 

2.7 

14.0 

20.9 

1.3 

1.3 

 8.2 

11.4 

14.ｶﾗｰﾄﾞｷﾞ

ﾆｱｸﾞﾗｽ 

伸長期 

出穂期 

開花期 

85.0 

80.9 

79.7 

2.6 

2.2 

1.1 

0.5 

0.5 

0.3 

 6.2 

 8.2 

 9.8 

3.9 

6.0 

6.9 

 4.4 

 7.0 

 8.1 

1.8 

2.2 

2.2 

15.0 

19.1 

20.3 

2.0 

1.5 

- 

 9.3 

10.8 

- 

15.飼料用 

イネ 

 (食用品種) 

出穂期 

乳熟期 

糊熟期 

黄熟期 

69.3 

68.4 

65.2 

62.7 

2.7 

2.7 

2.7 

2.6 

0.8 

0.9 

1.1 

1.1 

12.3 

14.4 

17.3 

19.0 

10.4 

9.3 

9.1 

9.8 

11.4 

10.6 

10.8 

11.6 

4.5 

4.3 

4.6 

4.8 

30.7 

31.6 

34.8 

37.3 

1.7 

1.5 

1.5 

1.3 

15.4 

15.4 

19.0 

20.8 

16.飼料用

イネ 

 (専用品種) 

出穂期 

乳熟期 

糊熟期 

黄熟期 

75.6 

71.8 

63.6 

61.0 

1.8 

2.0 

2.3 

2.3 

0.7 

0.7 

0.9 

0.9 

10.2 

13.1 

17.5 

20.0 

7.7 

7.6 

9.7 

10.1 

 9.7 

10.0 

12.2 

12.1 

4.0 

4.7 

6.0 

5.7 

24.4 

28.2  

36.4 

39.0 

1.0 

1.4 

1.3 

1.2 

12.6 

14.2 

19.4 

21.1 

17.ﾓﾐ米 牛         3.8 67.1 

豚 13.7 6.5 2.2 63.6 8.6 - 5.4 83.6 4.2 64.0 

鶏         4.6 65.0 

18.玄米 牛         5.3 80.9 

豚 14.8 7.5 2.7 72.9 0.7 - 1.4 85.2 5.9 82.0 

鶏         6.7 80.3 

19.ｼﾊﾞ類  59.3 4.2 1.1 20.9 11.6 13.3 3.0 40.7 2.4 22.1 

20.ﾊﾞﾋｱｸﾞﾗｽ 出穂前 76.5 3.7 0.7 10.6 6.4  8.3 2.1 23.5 2.6 16.1 

21.ｱｶｸﾛｰﾊﾞ 開花前 

開花期 

84.5 

84.0 

3.4 

2.7 

0.7 

0.6 

 6.5 

 7.0 

3.2 

4.1 

 4.5 

 5.4 

1.7 

1.6 

15.5 

16.0 

2.6 

1.8 

10.9 

10.2 

22.ｼﾛｸﾛｰﾊﾞ 開花前 

開花期 

87.4 

85.1 

3.5 

4.0 

0.5 

0.7 

 5.4 

 6.6 

1.7 

2.2 

 2.6 

 3.3 

1.5 

1.4 

12.6 

14.9 

2.7 

3.0 

9.3 

10.7 

23.ｱﾙﾌｧﾙﾌｧ 開花前 

開花期 

81.7 

80.8 

4.8 

3.4 

0.7 

0.6 

 7.1 

 7.5 

3.6 

5.9 

 4.7 

 7.2 

2.1 

1.8 

18.3 

19.2 

3.8 

2.6 

12.3 

11.6 

24.ｲﾅﾜﾗ  67.4 2.3 0.8 14.7 9.9 11.9 4.9 32.6 0.6 14.3 

日本標準飼料成分表(2009 年版) 

※モミ米、玄米については、給与家畜別。 

 

  DM:dry matter 乾物(%)＝             ×100 
乾燥後の重量(g) 

 供試量(g) 
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   水分：水分(%)＝100－乾物(%) 

   DCP：可消化粗蛋白質  粗蛋白質含量に粗蛋白質の消化率を乗じたもの。 

  TDN：可消化養分総量   

TDN＝可消化粗蛋白質＋可消化炭水化物＋2.25×可消化粗脂肪 

    

可溶無窒素物：有機物含量(%)より、粗蛋白質、粗脂肪および粗繊維含量を排除

したもの。 

 

  可消化炭水化物：可消化粗繊維＋可消化可溶無窒素物 

 

   粗灰分：あらかじめ５５０～６００℃の電気炉で熱して恒量になった磁製ルツボ

に飼料２～３g をとり、電気炉で 2 時間灰化後放冷して秤量する。 

    

     粗灰分(%)＝ ×100 

有機物(%)＝乾物(%) 

 

  粗蛋白質：飼料約２ｇをケルダール分解瓶にとり、分解促進剤約１ｇと濃硫酸２

０～３０ｍｌを加えて液が青色透明になるまで加熱分解し、冷後水で

希釈して３０～４０％の水酸化ナトリウム液を過剰に加え、ケルダー

ル蒸留装置を用いて蒸留する。発生したアンモニアは指示薬を加えた

２％ホウ酸溶液をいれた容器に受け、吸収したアンモニアを１／１０

規定硫酸液で滴定する。 

 

粗蛋白質(%)＝6.25 ×0.0014×滴定値(ml)× 

 

  粗脂肪：飼料約２ｇを円筒ろ紙に秤取し、９５～１００℃で２～３時間乾燥した

後、ソックスレー脂肪抽出装置にいれる。恒量値を得た専用コルベンに

エーテルを約半量入れて装着し、凝縮器に通水しながら約６０℃で１６

時間抽出を続ける。コルベン中のエーテルを蒸発させて取り除き、コル

ベンを９５～１００℃で乾燥して恒量値を得る。ここに得られた残渣の

量を粗脂肪とする。 

 

     粗脂肪(%)＝ ×100 

 

  粗繊維：飼料１～３ｇをコニカルビーカーに秤取し、１．２５％硫酸２５０ｍｌ

を加えて３０分間煮沸し、冷後ろ過する。次いで水及び１．２５％水酸

化ナトリウムで同様に煮沸、ろ過を繰り返し、最後にグーチルツボ内に

定量的に移す。温水、冷水、９５％アルコール、エーテルの順に液の着

色がなくなるまで洗浄し、１３５℃で３時間乾燥後秤量する。次いで５

５０～６００℃で灰化し、前後の秤量値の差を粗繊維量とする。 

灰化後重量(g) 

供試量(g) 

100 

供試量(g) 

ｺﾙﾍﾞﾝ中の残渣(g) 

供試量(g) 
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２２２２    草地の造成と管理草地の造成と管理草地の造成と管理草地の造成と管理 

（１）永年牧草の混播技術（１）永年牧草の混播技術（１）永年牧草の混播技術（１）永年牧草の混播技術 

 混播栽培の利点は、 

 ①草型・生育型を異にする草種を混在させ、年間の平衡生産と増収を図る。 

 ②マメ科草種を混播することによって空中窒素を固定し、これをイネ科草種に供

給する。 

 ③家畜の栄養のバランスを図るなどがある。 

  欠点としては、イネ科率とマメ科率の維持が困難であることや優占種の交替な
どが起こりやすいことなどが挙げられる。 

 

 １）草種・品種の選定１）草種・品種の選定１）草種・品種の選定１）草種・品種の選定    

     草種・品種選定の際には、主に自然条件への適応性や利用目的等を考慮する
ことになるが、自然条件、特に気温を考慮した草種・品種の選定が肝要である。 

      参考までに表１に気温による各地域の草種構成を掲げた。 

 

      表１ 気温による各地域の草種構成 

 地  域 

(年平均気温) 

適応する草種 

 

草種構成(混播割合) 

草 種 名 播種量(kg/10a) 

 寒 冷 地 

(12℃以下) 

 

オーチャードグラスを主体 

とした冬作多年牧草。 

 

オーチャードグラス 

トールフェスク 

シロクローバ 

    １．８ 

    ２．５ 

    ０．３ 

 温 暖 地 

(12～14℃) 

 

夏枯れがある地域。 

オーチャードグラス、トー 

ルフェスク。 

オーチャードグラス 

トールフェスク 

シロクローバ 

    １．８ 

    ３．０ 

    ０．３ 

 暖  地 

(14～16℃) 

 

冬作多年性牧草は夏枯れが大

きく、トールフェスクが適す

る。 

オーチャードグラス 

トールフェスク 

シロクローバ 

    １．２ 

    ４．５ 

    ０．３ 

 

 ２）施肥基準２）施肥基準２）施肥基準２）施肥基準    

                                                   （kg/10a） 

利用形態 
               基肥                           追肥            

   窒素       りん酸       カリ         窒素         カリ     

   採草     ８～１２   １０～１５  １０～１２   １０～２０   １２～２０  

   放牧      ５～６       １０       ５～６      ７～１２     ７～１２   

 

   窒素とカリは早春及び刈り取り毎に上記の追肥分を分施する。早春の窒素と

カリの施用は牧草の分げつを促進し、植生密度を高める。 

      りん酸は秋の最終刈り取り後又は早春に全量を施用する。 

      

 ３）収穫３）収穫３）収穫３）収穫    

   草地の生産力を高めるためには、刈り取り回数を適正に保つことが必要であ
る。 

   年間の適当な刈り取り回数は３～４回である。それより刈り取り頻度が増す
と、全体の乾物収量はむしろ低下する。 

      春期の１番草は、出穂期を目安に刈り取る。 
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（（（（２）ノシバの造成２）ノシバの造成２）ノシバの造成２）ノシバの造成技術技術技術技術 

１１１１))))    造成方法造成方法造成方法造成方法 

            ア．苗シバのア．苗シバのア．苗シバのア．苗シバの準備準備準備準備 

       ・路傍、畦はん等のノシバをはぎ取る。 

       ・流通しているノシバ苗を求める。 

       ・苗量確保のため、増殖用の苗圃を造成する。 

         （除草処理した苗床を準備し、苗シバを４～５cm に切断して全面にばら
まいた後覆土・灌水する。定着するまでは乾燥しないように注意す
る。） 

       ・苗シバを一時的(２～３日)に保存する場合は、乾燥しないように日陰に置
く。 

         長期間の保管は、日当たりの良い裸地に張り、乾きそうになったら灌水す
る。 

                    イ．造イ．造イ．造イ．造成適地成適地成適地成適地 

       ・日当たりが良いこと。 

       ・降雨後に２日以上滞水しないこと。 

       ・全植生は出来るだけ除去する。特にススキ等の草丈の高い野草は必ず除去

する。 

 

            ウ．造成適期ウ．造成適期ウ．造成適期ウ．造成適期 

       ・植え付け直後から定着まで(約１か月間)は、乾燥により枯死する場合があ
るので、適度な降雨があり、ノシバの伸張が始まる３月から４月が良い。 

    ・梅雨入り前も植え付けは可能であるが、雑草が繁茂しやすい時期なので植

え付け前後の除草処理を必ず実施する。  

 

２）苗シバの植え付け方法２）苗シバの植え付け方法２）苗シバの植え付け方法２）苗シバの植え付け方法 

ア．植えア．植えア．植えア．植えシバ法シバ法シバ法シバ法 

    ・10a 当たり２㎡程度の苗シバ(マット)が必要。 

      ・ランナー(図１)を 15cm ほどに切断したもの３～５本を鍬で掘った穴に差

し込み、先端をわずかに地表に出した状態で、しっかりと踏み込む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          図１ ランナー            

 

 

 

 



33

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

       

                
    

    
    
    
    
    

イ．まきシバ法イ．まきシバ法イ．まきシバ法イ．まきシバ法((((参考参考参考参考)))) 
       ・ほぐしたランナーを耕起したほ場に散布し、覆土又はすき込みの後、ロー

ラー等で鎮圧する。 

       ・ほぐしたランナーを堆肥と混合し(図２)、マニュアスプレッダで散布する
ことも可能(図３)。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

図２ たい肥混合            図３  マニュアスプレッダー散布状況 

 

３）植え付け後の管理等３）植え付け後の管理等３）植え付け後の管理等３）植え付け後の管理等 

  ・ノシバが定着するまでは、出来るだけ放牧しない。 

    ・放牧頭数は、裸地化しないように調節する。雑草の生育が旺盛であれば放牧
圧を高くする。 

    ・牛が採食しない草や灌木は刈り取る。 

    ・雑草の生育を助長するので、原則として施肥はしない。 

    ・造成完了までの期間の目安として、植え付け間隔２ｍでは約５年を要する。 

    ・放牧利用可能な期間は、４月下旬から 10 月上旬頃。 

  ・造成完了後も、放牧圧を適正に保って短草状態を維持することにより、半永
久的に利用可能。 
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３３３３    肥培管理肥培管理肥培管理肥培管理 

（１）土壌ｐＨと酸度矯正（１）土壌ｐＨと酸度矯正（１）土壌ｐＨと酸度矯正（１）土壌ｐＨと酸度矯正 

１）土壌の酸性害１）土壌の酸性害１）土壌の酸性害１）土壌の酸性害 

土壌の酸性は pH６以上を微酸性、５未満を強酸性という。 

作物の多くは微酸性を好むが、好適 pH や耐酸性の程度は作物によって異な
る。 

酸性土壌が問題となるのは、酸性そのものの害作用のほか、石灰、苦土等

の塩基の欠乏、微量要素の欠乏又は過剰による障害及び微生物の活動に対す
る影響など、土壌全体にわたって欠陥をもたらし作物の生育に大きな影響を
及ぼす。  
よって、土壌酸度を適正に矯正することが必要である。  
酸度の矯正は、石灰質資材を施用することにより、土壌の pH を微酸性(5.5

～6.5)に調節する。 

 

   【飼料作物毎の好適 pH 値】 

       6.5～7.0 アルファルファ 

       6.0～6.5 飼料用とうもろこし、ソルガム、白クローバ、大麦、小麦、らい麦 

       5.5～6.5 えん麦、赤クローバ、イネ 

       5.5～6.0 イタリアンライグラス、オーチャードグラス、トールフェスク 

 

        ２）土壌２）土壌２）土壌２）土壌 pHpHpHpH の測定の測定の測定の測定 

       乾土１に対して、水 2.5 の割合で混合した懸濁液を pH メーターで測定する
が、実際には、未風乾新鮮土又は風乾細土を用いる。 

     【操作】 

       ・新鮮土又は風乾細土 20g(新鮮土の場合は水分相当量を差し引く)を 100ml の振とう

    ビンに取り、純水 50ml を加え、30 分振とう後、１時間以上放置する。 

      ・測定前に軽く振とうして懸濁液とし、pH メーターの電極を液中に浸し、30 秒以上

    経過して測定値を読み取る。 

 

        ３）３）３）３）中和石灰量の算出中和石灰量の算出中和石灰量の算出中和石灰量の算出 

    酸度矯正のための中和石灰量は、一般的に緩衝曲線法※が用いられるが、簡

易な方法として、アレニウス氏表を用いて中和石灰量を求めることができる。 
    【アレニウス氏表による酸性矯正用の炭酸カルシウム施用量（kg/10a）】 

                              〔矯正目標 pH6.5（Ｈ2Ｏ）に要する 10a 当たリ kg、深さ 10cm〕 

  注）消石灰使用の際は 0.74 を乗じた量を施用する。 

  火山灰土の場合は普通土壌（鉱質土壌)より比重が小さいので、この量より 30％程度を減じたほうがよい。 

記号

土性

含　　　  む 424 390 356 323 289 255 221 188 154 120 86 53 15

富　　　　む 634 581 533 480 431 379 330 278 229 176 128 75 26

すこぶる富む 986 908 829 750 671 593 514 435 356 278 199 120 41

含　　　  む 634 581 533 480 431 379 330 278 229 176 128 75 26

富　　　　む 844 776 709 641 574 506 439 371 304 236 169 101 34

すこぶる富む 1,268 1,166 1,065 964 863 761 660 559 458 356 255 154 53

含　　　  む 844 766 709 641 574 506 439 371 304 236 169 101 34

富　　　　む 1,054 971 885 803 716 634 548 465 379 296 210 128 41

すこぶる富む 1,549 1,425 1,301 1,178 1,054 930 806 683 559 435 315 188 64

含　　　  む 1,054 971 885 803 716 634 548 465 379 296 210 128 41

富　　　　む 1,268 1,166 1,065 964 863 761 660 559 458 356 255 154 53

すこぶる富む 1,830 1,684 1,538 1,391 1,245 1,099 953 806 660 514 368 221 75

2,063 1,898 1,733 1,568 1,403 1,238 1,073 908 743 570 413 248 83 Ｈ

4.6 6.0 6.2 6.4

砂
壌
土

壌
土

4.8 5.0 5.2 5.4 5.6 5.8
土
性

4.0 4.2 4.4

埴
土

腐 植 土

ＳＬ

Ｌ

ＣＬ

Ｃ

埴
壌
土

pH

腐植
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（２）家畜ふん堆肥の利用（２）家畜ふん堆肥の利用（２）家畜ふん堆肥の利用（２）家畜ふん堆肥の利用 

 一般的なほ場の場合、堆肥等の有機物の投入によって土壌中の腐植含量を増加
させ、地力の増強を図ることにより、飼料作物の生産性は向上する。 

 家畜ふん堆肥の場合、牛ふん由来の堆肥は繊維質を多く含み、肥料成分濃度は
豚ふんや鶏ふんに比べて低いため、上述のような地力増強効果が高い。 

 それに対して、豚ふん及び鶏ふん由来の堆肥は、肥料成分濃度が比較的高く、
肥料としての利用が可能である。 

 ただし、家畜ふん堆肥は全般的に、尿に由来する加里の含有量が多く、過剰な
施用により土壌中の加里含量が上昇し、作物の生育や生産された飼料作物の成分
バランスに悪影響を及ぼすことがあるため、注意が必要である。 

１）家畜ふん堆肥の利用上の注意事項１）家畜ふん堆肥の利用上の注意事項１）家畜ふん堆肥の利用上の注意事項１）家畜ふん堆肥の利用上の注意事項 

  ・堆肥中の窒素成分は大部分が有機態のため、無機化により有効化されなけれ
ばならないが、無機化の速度はほ場に施用されてから１～３週間程度であ
る。その中でも鶏ふん堆肥の無機化速度は比較的早く１週間程度である。 

    ・飼料作物を含めて多くの作物は、加里の過剰害が出やすいため、家畜ふん由
来の堆肥等を施用する場合は、加里過剰にならないように加里の施用量を基
に施肥設計をする。 

    ・りん酸の過剰害は出にくい。 

    ・堆肥等の有機質肥料は、材料や調製方法等による成分の変動が著しいため、
成分分析を行って正確な肥料成分の含有量を把握しておく必要がある。 

 

        ２）飼料作物栽培における堆肥の施用量について２）飼料作物栽培における堆肥の施用量について２）飼料作物栽培における堆肥の施用量について２）飼料作物栽培における堆肥の施用量について 

        堆肥等の肥料成分含有率（現物中％） 

                        水分    窒素     りん酸     加里 

         牛ふん堆肥     72.8     0.57      0.52      0.64 

         豚ふん堆肥     62.1     1.00      1.33      0.65 

         乾燥鶏ふん     16.6     3.20      5.30      2.69 
              
        堆肥等中成分の肥効率（％） 

                       窒素     りん酸     加里   

         牛ふん堆肥     30        60        90 

         豚ふん堆肥     50        60        90 

         乾燥鶏ふん     70        70        90 
              
        飼料作物栽培における肥料三要素の必要量（kg/10a）       

                                 窒素    りん酸    加里       

        イタリアンライグラス       15       10       15 

    ソルガム類                 25       20       20 

        栽培ヒエ                   15       15       15 

                            ※基肥・追肥の区分はしていない 
 
        飼料作物栽培における堆肥等の施用量・・・① 

          〔施用量を、加里を基準にして定めた場合〕   （t/10a） 

                              牛ふん堆肥 豚ふん堆肥  乾燥鶏ふん 

        イタリアンライグラス     2.6         2.6         0.6 

    ソルガム類               4.3         4.3         1.0 

        栽培ヒエ                 2.6         2.6         0.6 

                                             100％堆肥で代替
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        ①の場合に不足する成分を化学肥料で補う場合の必要量                       

           〔堆肥等の施用量を、加里を基準にして定めた場合〕  （kg/10a） 

                               牛ふん堆肥  豚ふん堆肥   乾燥鶏ふん 

                               Ｎ Ｐ Ｋ  Ｎ Ｐ Ｋ  Ｎ Ｐ Ｋ 

        イタリアンライグラス   11   2   0     2  (0)  0     2  (0)  0 

    ソルガム類             18   7   0     4  (0)  0     3  (0)  0 

        栽培ヒエ               11   2   0     2  (0)  0     2  (0)  0 

            ※豚ふん堆肥及び乾燥鶏ふんを施用した場合、 

           りん酸は必要量以上施用されることになる 

 

 

  堆肥等施用量  ＝   必要成分量(kg/10a) 

                  ×〔 代替率(％)※／100 〕 

                  ×〔 100／堆肥等の成分含有率(％) 〕 

          ×〔 100／肥効率(％) 〕 

             ※代替率は、必要な成分量のうち、堆肥等によって代替する割合 

 

 

        ３）３）３）３）家畜ふん堆肥の過剰施用による影響家畜ふん堆肥の過剰施用による影響家畜ふん堆肥の過剰施用による影響家畜ふん堆肥の過剰施用による影響 

            ア．窒素の過剰施用ア．窒素の過剰施用ア．窒素の過剰施用ア．窒素の過剰施用    

                未熟な堆肥   
    鶏ふん堆肥 

                                                ↓ 

                                   ・濃度障害による養分吸収阻害    

                                   ・作物体中への硝酸態窒素の蓄積 

 

            イ．加里イ．加里イ．加里イ．加里((((カリウムカリウムカリウムカリウム))))の過剰施用の過剰施用の過剰施用の過剰施用 

   ・グラステタニー(低マグネシウム血症) 
        土壌中にカリウムが多量に存在すると、拮抗作用により、カルシウムやマ

グネシウムの作物体への吸収が阻害される。その結果、作物体中のミネラ
ルバランスがくずれ、家畜に給与した場合、グラステタニー(低マグネシウ
ム血症)を引き起こすことがある。 

 

            【ミネラルバランスとグラステタニーの発生】 
牧草のK/Ca+Mg当量比  グラステタニー発生率(％) 

 

    1.41～1.80 

     1.81～2.20 

     2.21～2.60 

     2.61～3.00 

     3.01～3.40 

          ０ 

          ０．０６ 

          １．７０ 

          ５．１０ 

          ６．８０ 

        １７．４０ 

 

多量施用により、土壌中の無機態窒素の濃度が上昇 
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４４４４    雑草及び病害虫防除雑草及び病害虫防除雑草及び病害虫防除雑草及び病害虫防除 

（１）雑草防除（１）雑草防除（１）雑草防除（１）雑草防除 

        飼料作物の雑草は稲作等の病虫害の発生源となる他、施肥効果を低下させ収量
の減少を誘因し、倒状雑草が機械作業の能率を低下させる。 

  また、広葉雑草、ｱｵﾋﾞﾕは硝酸塩中毒を起す恐れが多いので飼料作物栽培におけ

る雑草防除は重要である。 

  草地、飼料作物における雑草対策は安全性、防除ｺｽﾄ軽減の面から、耕種的な防
除が基本である。 

    １）１）１）１）飼料用イネ飼料用イネ飼料用イネ飼料用イネ 

            ア．基本的な考え方ア．基本的な考え方ア．基本的な考え方ア．基本的な考え方 

 飼料用ｲﾈにﾉﾋﾞｴ等の雑草が混入した場合、水分含量の相違等からｻｲﾚｰｼﾞの品

質が低下することや、ﾀｶｻﾌﾞﾛｳ、ｱﾒﾘｶｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ等茎の固い雑草が混入すると、ﾗｯ
ﾌﾟﾌｨﾙﾑの破損や牛の嗜好性が低下する恐れがあるので、雑草防除は食用品種と
同様、的確に行う。 

 

            イ．直播栽培における雑草発生の特徴イ．直播栽培における雑草発生の特徴イ．直播栽培における雑草発生の特徴イ．直播栽培における雑草発生の特徴 

直播栽培では、ｲﾈと雑草の生育がほぼ同じか、または雑草の生育が先行す

る。そのため、雑草が除草剤の処理時期になっていても、ｲﾈが除草剤に耐えら
れる生育段階に達しないことが多いなど、移植に比べると適期防除が難しく、
取りこぼしが多くなる恐れがある。このため、直播栽培では、可能な限り雑草
の発生量が少ないほ場を選定する。 

 

        ウ．ノビエの葉齢進展ウ．ノビエの葉齢進展ウ．ノビエの葉齢進展ウ．ノビエの葉齢進展 

ﾉﾋﾞｴの葉齢は、平均すると５日で１葉程度進展するが、その速さは気温によ
って異なることから、除草剤を散布する際には、実際に葉齢を確認する必要が
ある。例えば、平坦地で５月下旬に代かきした場合には、代かき後９日に１葉
期となり、その後葉齢は３～５日で１葉進み、代かき後13日に２葉、同17日に
３葉に達する。一方、山間地で４月下旬に代かきした場合には、気温が低いこ
とから葉齢の進展は遅く、代かき後11日に１葉となりその後１葉進むのに５～

６日要し、代かき後16日に２葉、同22日に３葉に達する。ただし、高温年では
平坦地並に発育が速くなり、代かき後７日程度で１葉に達することもある（図
１、２）。 

ﾉﾋﾞｴ葉齢は、代かき日からの気温を積算して作成した次の方程式から推定でき
る。 

 L＝-0.65＋0.0090ΣＴ 

 Ｌ：ﾉﾋﾞｴの葉齢 Ｔ：日平均気温  ΣＴ：日平均気温の積算値 

                                           （除草剤便覧、農文協より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

y = 0.2702x - 1.4725
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図1 代かき後日数とノビエ葉齢の推移
（農試本場、1990～2003、5月下旬代かき)

y = 0.2053x - 1.3622
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図2 代かき後日数とノビエ葉齢の推移
（徳佐分場、1990～2003、４月下旬代かき）

● 平均値
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エ．薬剤選定及び使用上の注意事項エ．薬剤選定及び使用上の注意事項エ．薬剤選定及び使用上の注意事項エ．薬剤選定及び使用上の注意事項 

除草剤は直播水稲に登録されているもののうち、牛の乳汁への安全性が確認
されているものを使用する必要がある（表1-1、1-2）。湛水直播栽培では、出
芽時に落水しており、入水時の水位安定に時間を要するので、水の動きが治ま
ってから除草剤を散布する。また、処理後４～５日間は田面を露出させたり、

水を動かしたりしない。    
    

    オ．スルホニルウレア系除草剤（ＳＵ剤）抵抗性雑草対策オ．スルホニルウレア系除草剤（ＳＵ剤）抵抗性雑草対策オ．スルホニルウレア系除草剤（ＳＵ剤）抵抗性雑草対策オ．スルホニルウレア系除草剤（ＳＵ剤）抵抗性雑草対策 

広葉雑草に高い効果を示すﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙなどの成分を含む除草剤（一発処理
剤）を SU 剤というが、最近、これらを連年施用しているほ場で、SU 剤の効かな
い雑草（SU 抵抗性雑草）が出現し、問題となっている。県内では、ｺﾅｷﾞとﾎﾀﾙｲ

で SU 抵抗性の発生が確認されている。SU 剤を連用し、１種類のみの雑草が急激
に増えてきた場合は、抵抗性の発生が疑われる。 

対策としては、同系統の除草剤を連用しないことにより発生を防ぐことが第
一であるが、抵抗性雑草と疑われる雑草が発生した場合は、ﾍﾞﾝﾀｿﾞﾝで防除し、
種子を増殖させないことも重要である。ｸﾛﾒﾌﾟﾛｯﾌﾟ等 SU 抵抗性雑草に効果のあ
る成分を含む一発処理剤も増えてきているので、これらを使うことも有効であ

るが、飼料用イネで使用できるものはまだ少ない（表 1-1、1-2）。 

 

    カ．特定の除草剤成分に対する感受性カ．特定の除草剤成分に対する感受性カ．特定の除草剤成分に対する感受性カ．特定の除草剤成分に対する感受性 

育成課程でｲﾝﾃﾞｨｶ系統を利用した一部の品種では、特定の除草剤成分（ﾍﾞﾝｿﾞ
ﾋﾞｼｸﾛﾝ、ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ、ﾒｿﾄﾘｵﾝ）に対する感受性が極めて高く、強い薬害を生じる
ことが報告されている。この３成分は、SU 剤抵抗性雑草防除に有効であること

から、これらを含む除草剤の流通量が増加することが予想される。 

｢ｸｻﾉﾎｼ｣、｢ﾎｼｱｵﾊﾞ｣及び｢たちすずか｣ではこれらに対する感受性は認められて
いないものの、飼料用米向けの栽培が増えている｢ﾓﾐﾛﾏﾝ｣や｢ﾀｶﾅﾘ｣、｢ﾐｽﾞﾎﾁｶﾗ｣
等では、高い感受性を示すことがわかっている。今後、新たな品種を導入する
場合は注意が必要である。    

    

２２２２))))その他の飼料作物その他の飼料作物その他の飼料作物その他の飼料作物 

        アアアア. . . . 耕種的防除法耕種的防除法耕種的防除法耕種的防除法 

   作物の輪作体系の組み合わせや栽培管理によって、作物の雑草に対する競争
力を高めて雑草の発生、生育を抑制する方法。      

      ・刈り取り時期 

      ・刈り取り回数 

      ・放牧強度 
・追肥               

   ・掃除刈り 

 

 ・初期生育の良い品種の導入 

 ・播種量の増加                      

 ・中耕・土寄せ（ﾄｳﾓﾛｺｼ等）    

 

・雑草との再生力の差を利用した防除 → 掃除刈り 
(再生力のない雑草に有効) 

・その他の注意事項 

 雑草種子混入防止のため、家畜ふんの堆肥処理については、60℃２日間以

上の発酵処理を行う。 

 適正に実施することにより、牧草の個体密度
を高く維持し、裸地を作らないようにする。 

 初期生育における雑草と
の光競合の防止 
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        イイイイ....    機械的防除法機械的防除法機械的防除法機械的防除法    
機械、道具等物理的手段によって雑草を直接的に防除する方法。 

・手取り 

・耕起  ①反転耕(ﾎﾞﾄﾑﾌﾟﾗｳ) 
          地表近くの種子や塊茎を地中深く埋め込む。→ 防除効果高い 

        ②かくはん耕(ﾛｰﾀﾘｰ) 
         種子の埋め込みは浅く、反転耕に比べて雑草防除効果は低い。 

          ｷﾞｼｷﾞｼ等地下に萌芽部のある多年生雑草では萌芽部を切断して
まき散らすので、逆効果。 

        ③中耕 

・他に火入れ、ﾏﾙﾁなど 

 

  ウウウウ. . . . 生物的防除法生物的防除法生物的防除法生物的防除法 

      雑草を直接採食する草食家畜、草食鳥類、草食昆虫や、雑草に病害を発生さ
せて枯死させたり、雑草の繁殖能力を阻害したりする微生物等、雑草の天敵を
利用して防除する方法。 

   牛の放牧後の掃除刈り用として、山羊の放牧利用、ｴｿﾞﾉｷﾞｼｷﾞｼに対するｺｶﾞﾀﾙ

ﾘﾊﾑｼの利用等がある。 

  
エエエエ.... 化学的防除化学的防除化学的防除化学的防除 

   除草剤を使用する防除方法であるが、草地飼料作物栽培において使用できる
除草剤は少なく、主としてﾄｳﾓﾛｺｼ及びｿﾙｶﾞﾑ栽培で用いられる。 

   以下に飼料作物の一般的な防除基準を示す。  
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表1-1　牛への安全性が確認されている除草剤（県防除基準掲載薬剤）と主な使用方法 （平成23年12月現在）

農薬の種類 主な農薬の名称・商品名 主な適用草種
10aあたり
使用量

使用回数
県推奨使用時期

収穫前日数
使用方法

（直播栽培）（直播栽培）（直播栽培）（直播栽培）
イマゾスルフロン･エトベンザニド･ダイ
ムロン粒剤

キックバイ１キロ粒剤 水田１年生雑草、ﾎﾀﾙｲ､ｳﾘｶﾜ､ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ １㎏ １回
播種後５日～ノビエ２葉
期（収穫90日前まで）

湛水散布、
無人ヘリ

エトベンザニド･ピラゾスルフロンエチル
粒剤

サンウエル１キロ粒剤 水田１年生雑草、ﾎﾀﾙｲ､ｳﾘｶﾜ､ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ １㎏ １回
播種後５日～ノビエ２葉
期（収穫120日前まで）

湛水散布、
無人ヘリ

グリホサートイソプロピルアミン塩液剤 三共の草枯らし １年生雑草、多年生雑草
250～500ml
水量50㍑

２回以内
播種30日前～出芽前
耕起直後～出芽前

雑草茎葉散
布

グリホサートカリウム塩液剤（ただし、水
田畦畔での使用は除く）

ラウンドアップマックスロード １年生及び多年生雑草
200～500ml
水量50㍑

２回以内
播種30日前～出芽前
耕起直後～出芽前

雑草茎葉散
布

シハロホップブチル乳剤 クリンチャーＥＷ 水田１年生イネ科雑草
100ml、水量
25～100㍑

２回以内
播種後10日～ノビエ５葉
期（収穫30日前まで）

雑草茎葉散
布

シハロホップブチル粒剤 クリンチャー１キロ粒剤 ﾉﾋﾞｴ １㎏ ２回以内
播種後10日～ノビエ３葉
期（収穫30日前まで）

湛水散布、
無人ヘリ

シハロホップブチル･ピラゾスルフロン
エチル･メフェナセット粒剤

リボルバー１キロ粒剤 水田１年生雑草、ﾎﾀﾙｲ､ｳﾘｶﾜ､ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ １㎏ １回
稲１葉期～ノビエ３葉期
（収穫90日前まで）

湛水散布、
無人ヘリ

シハロホップブチル･ベンタゾン液剤 クリンチャーバスＭＥ液剤 水田１年生雑草、ﾎﾀﾙｲ
1000ml、水量
70～100㍑

２回以内
播種後15日～ノビエ４葉
期（収穫50日前まで）

落水散布、
ごく浅く湛水
散布

トリフルラリン乳剤 トレファノサイド乳剤 ノビエ
300㎖、水量
100㍑

１回
乾田直播の播種後
発芽前（ノビエ発生前）
（入水15日前まで）

乾田状態
で土壌表
面散布

トリフルラリン粒剤 トレファノサイド粒剤2.5 ノビエ ４～５㎏ １回
乾田直播の播種後
発芽前（ノビエ発生前）
（入水15日前まで）

乾田状態
で土壌表
面散布

ピラゾレート粒剤 サンバード粒剤 水田１年生雑草、ﾎﾀﾙｲ､ｳﾘｶﾜ､ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ ３㎏ ２回以内
播種直後～ノビエ１葉期
（収穫90日前まで）

湛水散布

ペノキススラム水和剤 ワイドアタックSC 水田１年生雑草、ﾎﾀﾙｲ､ｳﾘｶﾜ､ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ、ｾﾘ
100ml、水量
100㍑

２回以内
稲６葉期以降、ノビエ５葉
期まで(収穫30日前まで)

落水散布

ピリミノバックメチル･ベンスルフロンメ
チル･メフェナセット粒剤

プロスパー１キロ粒剤51 水田１年生雑草、ﾎﾀﾙｲ､ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ １㎏ １回
稲１葉期～ノビエ３葉期
（収穫90日前まで）

湛水散布

（移植栽培）（移植栽培）（移植栽培）（移植栽培）

イマゾスルフロン･オキサジクロメホン･
ダイムロン水和剤

サラブレッドフロアブル 水田１年生雑草、ﾎﾀﾙｲ､ｳﾘｶﾜ､ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ 500ml １回
移植時、移植直後～ノビ
エ2.5葉期（移植後30日
まで）

湛水散布

オキサジクロメホン･クロメプロップ･ピリ
ミノバックメチル･ベンスルフロンメチル
剤

パットフルエースＬ250グラム 水田１年生雑草、ﾎﾀﾙｲ､ｳﾘｶﾜ､ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ 250g １回
移植後３日～ノビエ2.5葉
期（移植後30日まで）

湛水散布

オキサジクロメホン･クロメプロップ･ベ
ンスルフロンメチル水和剤

ミスターホームランＬフロアブル 水田１年生雑草、ﾎﾀﾙｲ､ｳﾘｶﾜ､ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ 500ml １回
移植時、移植直後～ノビ
エ２葉期（移植後30日ま
で）

湛水散布

カフェンストロール･シハロホップブチ
ル･ダイムロン･ベンスルフロンメチル水
和剤

ジョイスターＬフロアブル 水田１年生雑草、ﾎﾀﾙｲ､ｳﾘｶﾜ､ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ 500ml １回
移植後３日～ノビエ2.5葉
期（移植後30日まで）

湛水散布

シハロホップブチル乳剤 クリンチャーＥＷ ﾉﾋﾞｴ､ｷｼｭｳｽｽﾞﾒﾉﾋｴ
100ml、水量
25～100㍑

２回以内
移植後20日～ノビエ５葉
期（収穫30日前まで）

湛水散布、
落水散布

シハロホップブチル粒剤 クリンチャー１キロ粒剤 ﾉﾋﾞｴ １㎏ ２回以内
移植後７日～ノビエ４葉
期（収穫30日前まで）

湛水散布、
無人ヘリ

シハロホップブチル･ピラゾスルフロン
エチル･メフェナセット粒剤

リボルバー１キロ粒剤 水田１年生雑草､ﾎﾀﾙｲ､ｳﾘｶﾜ､ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ １㎏ １回
移植後７日～ノビエ３葉
期（移植後30日まで）

湛水散布

ダイムロン･ベンスルフロンメチル･メ
フェナセット粒剤（有効成分含有量が
ダイムロン4.5％、ベンスルフロンメチ
ル0.51％、メフェナセット10％の農薬
に限る）

ザークＤ１キロ粒剤51
(ザークＤ粒剤17は不可）

水田１年生雑草､ﾎﾀﾙｲ､ｳﾘｶﾜ､ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ １㎏ １回
移植後５日～ノビエ2.5葉
期（移植後30日まで）

湛水散布

ビスピリバックナトリウム塩液剤 ノミニー液剤 ｸｻﾈﾑ､ｲﾎﾞｸｻ
50～100ml、
水量100㍑

１回
移植後30日～ｸｻﾈﾑ40
㎝、ｲﾎﾞｸｻ30㎝（収穫60
日前まで）

落水散布、
ごく浅く湛水
散布

ピラゾスルフロンエチル･フェントラザミ
ド水和剤

ダブルスター顆粒 水田１年生雑草､ﾎﾀﾙｲ､ｳﾘｶﾜ､ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ
60ｇ、水量250
～500ml

１回
移植後５日～ノビエ2.5葉
期（移植後30日まで）

湛水散布、
無人ヘリ

ピラゾスルフロンエチル･フェントラザミ
ド粒剤

ダブルスター１キロ粒剤 水田１年生雑草､ﾎﾀﾙｲ､ｳﾘｶﾜ､ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ １㎏ １回
移植時、移植後５日～ノ
ビエ２葉期（移植後30日
まで）

湛水散布

ペノキススラム水和剤 ワイドアタックSC 水田１年生雑草、多年生雑草
100ml、水量
100㍑

２回以内
移植後25日～ノビエ５葉
期まで(稲６葉期以降)(収
穫30日前まで)

落水散布

ベンタゾン液剤 バサグラン液剤（ナトリウム塩）
水田１年生雑草（イネ科を除く）､ﾎﾀﾙｲ､ｳﾘｶﾜ､ﾐｽﾞ
ｶﾞﾔﾂﾘ､ｵﾓﾀﾞｶ

500～700ml、
水量70～100
㍑

２回以内
移植後15日～50日（収
穫50日前まで）

落水散布、
ごく浅く湛水
散布

ベンタゾン粒剤 バサグラン粒剤（ナトリウム塩）
水田１年生雑草（イネ科を除く）､ﾎﾀﾙｲ､ｳﾘｶﾜ､ﾐｽﾞ
ｶﾞﾔﾂﾘ､ｵﾓﾀﾞｶ

３～４㎏ １回
移植後15日～50日（収
穫60日前まで）

落水散布、
ごく浅く湛水
散布

ペントキサゾン水和剤 ベクサーフロアブル 水田１年生雑草 500ml ２回以内
移植直後～ノビエ発生始
期（収穫30日前まで）

湛水散布

注）主な使用方法のみ記しているので、県防除指導基準や農薬ラベル等により登録内容、使用上の注意等をよく確認すること。

 

表1-2　牛への安全性が確認されている除草剤（県防除基準掲載以外）

農薬の種類 主な商品名 農薬の種類 主な商品名
（直播除草剤）（直播除草剤）（直播除草剤）（直播除草剤） （移植除草剤）（移植除草剤）（移植除草剤）（移植除草剤）

グリホサートアンモニウム塩液剤 ラウンドアップハイロード

ビスピリバックナトリウム塩液剤 ノミニー液剤
ピラゾキシフェン粒剤 パイサー粒剤 シハロホップブチル･ベンタゾン液剤 クリンチャーバスＭＥ液剤
ピラゾスルフロンエチル･フェントラザミド粒剤 ダブルスター１キロ粒剤 ドレクスレラ　モノセラス剤 タスマート
ベンタゾン液剤 バサグラン液剤（ナトリウム塩） ピラゾスルフロンエチル粒剤 シリウス粒剤

プレチラクロール粒剤 ソルネット１キロ粒剤

オキサジクロメホン･クロメプロップ･ベンスルフロ
ンメチル水和剤

ミスターホームランＬフロアブル

インダノファン・クロメプロップ・ベンスルフロンメ
チル粒剤

マサカリＬジャンボ

グリホサートカリウム塩液剤（ただし、水田畦畔
での使用は除く）

ラウンドアップマックスロード

ダイムロン･ベンスルフロンメチル･メフェナセット
粒剤

ザークＤ１キロ粒剤51

イマゾスルフロン・エトベンザニド・ダイムロン粒
剤

キックバイ1キロ粒剤
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※農林水産省資料：施肥・病害虫・雑草防除のてびき（麦類・野菜・花き・飼料作物）より抜粋 

※ﾊﾞﾝﾍﾞﾙ‐D 液剤については、山口県病害虫防除所資料より抜粋 

※ﾊｰﾓﾆｰ 75DF 水和剤については、農林水産省畜産試験場「新しく普及に移せる見込みの農業技術」より抜粋 

使用量 希釈水量

（製品量） 10a当たり

10a当たり

飼料用

トウモロコシ

播種後～ﾄｳﾓﾛｺ

ｼ2～4葉期まで

50～100ﾘｯﾄ

ﾙ/10a

ソルガム
100ﾘｯﾄﾙ

/10a

ラッソー乳剤
飼料用

トウモロコシ

北海道を除く

全域（全土

壌）

播種後出芽前
300～600ｍｌ

/10a

100ﾘｯﾄﾙ

/10a
1回 普 B

北海道を除く

全域

雑草茎葉散布

秋～春期（9～5

月）ｷﾞｼｷﾞｼ類の

展葉時期（採草

の7日前まで）

400～

600ml/10a

80～100ﾘｯﾄ

ﾙ/10a

設定なし

局所処理

（雑草茎葉散布)

早春～秋期(1～

11月)ｷﾞｼｷﾞｼ類

の展葉時期

50～80倍

雑草が十分

ぬれる量

1株当たり

25ml/10a又

は1㎡当たり

100ml/10a

牧野、草地

(更新･造成)
設定なし ワラビ展葉期

1,000～1,500

ｍｌ/10a

ソルガム3葉期

（雑草発生前～

発生始期）

300ml/10a
70～100ﾘｯﾄ

ﾙ/10a

300～

400ml/10a

飼料用

トウモロコシ

全域

（全土壌）

200～

400ml/10a

ソルガム 播種直後

飼料用

トウモロコシ

播種後発芽前

（雑草発生前）

生育期(トウモロ

コシ2～4葉期）

バンベル-D

液剤
牧草

多年生広葉

雑草（ギシギ

シ等）

秋期最終刈り取

り後30日以内

75～

100ml/10a

100ﾘｯﾄﾙ

/10a
1回 普 A

ハーモニー

75DF水和剤
牧草

ギシギシ類

一年生広葉

雑草

新播草地定着後

（ただし、ギシギ

シ草丈20cm以

下）ただし、採草

21日前まで

0.5～1ｇ/10a 100ℓ/10a 1回 普 Ａ
○散布直後に降雨が予想さ

れる場合は、使用を避ける。

魚

毒

性
使用上の注意

ゲザプリムフ

ロアブル

○発生前土壌処理剤なので

必ず雑草の発生前に使用す

る。

○土壌が乾燥している場合効

果が劣る。

○降雨直前や、砂質土壌は

薬害に注意する。

○覆土は2cmとし鎮圧を丁寧

にして薬液を均一に散布す

る。

○ﾀﾃﾞ科、ｱｶｻﾞ科などの広葉

雑草には効果が劣るので、ｲﾈ

科雑草優占ほ場で使用する。

除草剤名 対象作物 適応地域 使用時期
回

数

毒

性

設定なし

（砂土を除く

全土壌）

100～

200ml/10a
1回 普 Ａ

○覆土は3cm程度とし鎮圧を

丁寧にして薬液を均一に散布

する。

○土壌が乾燥している場合効

果が劣る。

○降雨直前や、砂質土壌は

薬害に注意する。

○広葉雑草ﾂﾕｸｻ等に効果が

高い。

牧野、草地
アージラン液

剤

○ｴｿﾞﾉｷﾞｼｷﾞｼ、ﾜﾗﾋﾞ等に効果

がある。

○散布後7日間は放牧、収穫

をしない。また、局所散布した

周辺の牧草も飼料にしない。

○降雨前の散布は避ける。

○株の堀取り、種子結実前除

草など耕種的防除を併用す

る。

○春・秋期の2回処理で完全

除草ができる。

1回 普 Ａ

○播種後処理が優れている。

○ｿﾙｶﾞﾑに使用する場合、覆

土は3cm以上とする。また、散

播では使用しない。

○過湿土壌やはげしい降雨

が予想される時には使用を避

ける。薬害は葉のﾈｼﾞﾚ等が観

察される。

○夏播では薬害が発生するこ

とがある。

○ｲﾈ科及び広葉の1年生雑

草に効果がある。ｷｸ科雑草、

ﾂﾕｸｻには効果が劣る。

1回 普

ソルガム

ゴーゴーサ

ン乳剤30

全域

（砂壌土～埴

土）

播種後出芽前

（雑草発生前）

70～150ﾘｯﾄ

ﾙ/10a

設定なし
ゲザノンフロ

アブル

1回 普 B

○展着剤を用いる。

○ｸﾛｰﾊﾞは薬害を受けやす

い。

A

B

○土壌が乾燥している場合

は、散布水量を多めにして、

丁寧に散布する。

○極端な過湿土壌や砂質土

壌では薬量を減らす。

○播種後は覆土して鎮圧は

十分にする。

○容器は軽く振ってから散布

量を調整する。

○広葉雑草とイネ科雑草に高

い除草効果を示す。

200～

400ml/10a

70～100ﾘｯﾄ

ﾙ/10a
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（２）（２）（２）（２）病害虫防除病害虫防除病害虫防除病害虫防除 

   飼料作物は、これを家畜に与え人はその生産物たる乳肉卵を利用するもので
あることから、他の農作物と同様に低ｺｽﾄで安全でなければならない。 

   従って、病害虫の防除は基本的には耕種的あるいは生理的生態的防除によ
り、薬剤防除はなるべくさし控えることが望ましいが、異常発生などやむをえ

ない場合には、使用規制等を十分遵守しその安全を期して実施しなければなら
ない。 

   そのため、害虫の種類により放置すれば広い面積にわたり加害を受け、飼料
作物だけの被害にとどまらず他作物への影響の恐れがある異常発生の場合には
最小限の薬剤散布を実施する。 

   なお薬剤散布に当たって、次の点に特に注意する。 

   ① 適期に薬剤散布して、薬剤の散布回数・使用量をおさえる。 

   ② 散布後、２～３週間後から収穫給与する。 

   ③ 薬剤散布した収穫物は泌乳牛や肥育牛への給与は控え育成、肉用繁殖牛、
乾乳牛等へ給与する。 

    
１）飼料用イネ１）飼料用イネ１）飼料用イネ１）飼料用イネ 

防除が必要になった場合には、稲用に登録されている農薬のうち牛への安全
性が確認されている農薬※を使用する（表 2-1、2-2）。 

使用に当たっては、｢収穫○日前まで｣という使用時期を飼料用ｲﾈの収穫時期
(糊熟期～黄熟期)にそのまま適用するため、使用可能な時期が食用水稲より５
～10 日程度早まることに留意する。特に｢ﾎｼｱｵﾊﾞ｣では播種から糊熟期(収穫始
期)までの期間が約 120 日と短いので、使用時期が遅れないようにする(除草剤
の場合も同様)。 

 

２）２）２）２）トウモロコシ、ソルガム類トウモロコシ、ソルガム類トウモロコシ、ソルガム類トウモロコシ、ソルガム類 

            （農林水産省資料：施肥・病害虫・雑草防除のてびき(麦類・野菜・花き・飼料作物)より抜粋） 

ア．ごま葉枯病ア．ごま葉枯病ア．ごま葉枯病ア．ごま葉枯病 

   (ｱ) 生態と防除のねらい 

① 病菌は胞子の形で被害植物について越冬し翌年の発生源となる。 

② 一般にすす紋病より早く発生しはじめ、また被害も多い。 

③ 肥料切れすると発生が多くなる。 

   (ｲ) 防除法 

    ・耕種的防除 

① 発生の多いほ場では連作を避け、ｿﾙｶﾞﾑ等を栽培する。 

② 品種間の抵抗性に差があるので、耐病性の品種を選ぶ。 

③ 肥料を十分施し肥料切れを防ぎ、多発のものは早めに刈り取る。 

④ 適期適量播種で密播を避ける。 

        イ．紋イ．紋イ．紋イ．紋    枯枯枯枯    病病病病 

   (ｱ) 生態と防除のねらい 

① 地ぎわの葉鞘部に小判形の浸潤した斑紋を呈し、しだいに上位の葉
鞘、葉身に及ぶ。 

② 高温、多湿の条件下で発生が多い。 

③ 密植、雑草等により圃場がむれると急激に発生する。 

   (ｲ) 防除法 

① 連作をさけること。 

② 圃場の通風をよくすること。 

③ 深耕すること。 
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        ウ．根腐病ウ．根腐病ウ．根腐病ウ．根腐病 

   (ｱ) 生態と防除のねらい 

① 稈の地際部および根が侵され、地上部が萎凋する。 

② 発病して２～３日後急速に枯れ上がり、雌穂が垂れ下がる。 

③ 病勢が進むと柔組織は消失して、維管束のみが繊維状に残るのが見られ

る。 

④ 発生のﾋﾟｰｸは８月下旬から９月中旬の黄熟期以降にかぎられることか
ら、この時期をさけて収穫すること。 

   (ｲ) 防除法 

① 連作をさけること。 

② 抵抗性品種を選ぶこと。 

③ Pythium 属菌は一般に水によって感染源が運ばれるので、排水を良くす
ること。 

 

        エ．南方さび病エ．南方さび病エ．南方さび病エ．南方さび病 

   (ｱ) 生態と防除のねらい 

① 葉、葉鞘および苞葉を侵す。本菌の感染には温度 21～29℃、湿度 90％

以上を好む。 

② 葉ではその表面に小型で赤褐色、腫れ物状の小斑点を生じ、その表皮が
破れて赤褐色の粉（夏胞子）を飛散する。 

③ ６月以降に播種した場合に著しく、５月以前に播種した場合にはそれほ
ど問題にはなっていない。 

   (ｲ) 防除法 

① 本病汚染地では少なくとも３年以上、他の作物を輪作すること。 

② 被害食物は圃場に残さないこと。 

③ 窒素質肥料の過用を慎み、できるだけ強健に育てること。 

④ 抵抗性品種を選ぶこと。 

 

        オ．ネキリムシオ．ネキリムシオ．ネキリムシオ．ネキリムシ 

   (ｱ) 生態と防除のねらい 

① ﾄｳﾓﾛｺｼでは特に５～６月播きのものに被害が多い。できるだけ早播きし
て被害を回避する。 

   (ｲ) 防除法 

   ・耕種的防除 

① 幼虫は土中にあって苗の根際をつぎつぎと切断する。朝早くほ場を見ま

わって、切断された苗のまわりの幼虫を捕殺する。 

② ほ場周辺の雑草防除を徹底する。 

 

        カ．イネヨトウ（ダイメイチュウ）カ．イネヨトウ（ダイメイチュウ）カ．イネヨトウ（ダイメイチュウ）カ．イネヨトウ（ダイメイチュウ） 

   (ｱ) 生態と防除のねらい 

① 年４回発生するが、ﾄｳﾓﾛｺｼでは幼植物での被害が問題となる。いわゆる

芯枯れ被害で倒伏の原因となる。４月から６月上旬、７月中旬から８月
上旬は被害が多いので発芽直後の幼苗期から注意する必要がある。 

   (ｲ) 防除法 

① 早播き品種ほど被害を受けやすいので、多発地では晩播する。 

 

        キ．アワノメイガキ．アワノメイガキ．アワノメイガキ．アワノメイガ 

   (ｱ) 生態と防除のねらい 
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① ﾄｳﾓﾛｺｼの被害は、７月中旬～８月上旬の第２回成虫に基づくものが最も
ひどく、直接減収に結びつく。 

   (ｲ) 防除法 

    ・耕種的防除 

早播（４～５月）ほど被害は少なく、この点ｲﾈﾖﾄｳの被害とは逆である。

したがって地帯によってｲﾈﾖﾄｳとｱﾜﾉﾒｲｶﾞのどちらの種類が多く発生する
かを把握し、播種時期は決定する。 

 

        ク．条斑細菌病ク．条斑細菌病ク．条斑細菌病ク．条斑細菌病 

   (ｱ) 生態と防除のねらい 

① 本病は６月頃から発生するが、夏季高温時から初秋に発生が多い。 

② 病原菌は被害種子及び被害作物の残がいで越年し伝染源となる。 

③ ｿﾙｺﾞｰ・ｽｰﾀﾞﾝｸﾞﾗｽのほか、ﾄｳﾓﾛｺｼ・ｼﾞｮﾝｿﾝｸﾞﾗｽ・ﾃｵｼﾝﾄも侵す。 

   (ｲ) 防除法 

   ・耕種的防除 

① 品種間に抵抗性の差がみられるため強い品種を選ぶ。 

② 収穫後の被害残さを畑に残さないようにする。 

③ 畑付近から、ｼﾞｮﾝｿﾝｸﾞﾗｽなどを取り除く。 

④ 発病が多くなる前に刈り取り利用する。 

 

        ケ．すす紋病ケ．すす紋病ケ．すす紋病ケ．すす紋病 

   (ｱ) 生態と防除のねらい 

① 葉に初め鉛色の防錘形病斑が現れる。 

② 新鮮な間その表面はすす状のかびで覆われる。日がたつと病斑の内部は
灰白色に変わり、褐色または紫褐色の鮮明な緑に囲まれる。 

③ ２、３番草では再生後間もない幼植物にも激しく発生する。 

   (ｲ) 防除法 

① 被害茎葉は丁寧に集めて圃場外へ持ち出し処分する。 

② 肥切れしないように充分施肥すること。 

③ 発病した畑では連作を避ける。 

④ 刈り取りは適期に行い、刈遅れないこと。 

 

        コ．紫斑点病コ．紫斑点病コ．紫斑点病コ．紫斑点病 

   (ｱ) 生態と防除のねらい 

① 葉の病斑は初め紫褐色または褐色の微小点で、これが直ちに密度を増し

て斑点状となる。 

② 梅雨末期から発生し、８月に最も蔓延する。 

   (ｲ) 防除法 

① 刈遅れないよう注意すること。 

② 抵抗性品種を選ぶこと。 

 

        サ．麦サ．麦サ．麦サ．麦    角角角角    病病病病 

   (ｱ) 生態と防除のねらい 

① 麦角病は花器感染によって、穂(正しくは子房)のみが侵される病気であ
る。 

② 開花中に感染した頴花は、約１週間で密滴を出す。この密滴中には多数
の分生胞子が含まれている。 

③ 腐生菌の繁殖が多いと、穂全体が黒くすすけて汚くみえる。 
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   (ｲ) 防除法 

① 発病のはなはだしい土地では輪作をすること。 

② 一度発病した圃場は深耕し、表土を土中に深く鋤込むこと。 

③ 刈り遅れないこと。 

 

        シ．アワヨトウシ．アワヨトウシ．アワヨトウシ．アワヨトウ 

   (ｱ) 生態と防除のねらい 

① ｿﾙｶﾞﾑ・ﾄｳﾓﾛｺｼでは、生育初期の５月～６月上旬に第１世代幼虫、７月に
第２世代幼虫の被害が大きい。 

② ｱﾜﾖﾄｳは異常発生する習性がある。年により地域により、またほ場によっ
ても発生の様相は異なる。また若令幼虫は見落しやすく、被害が現れる

と一晩の内に茎だけになる。 

③ したがってほ場をよく見てまわり、特に昼間は株元に注意して早期発見
に努める。 

④ ｽｰﾀﾞﾝｸﾞﾗｽは被害が多いので注意する。 

⑤ 導入初年目の発生が多いので注意する。 

   (ｲ) 防除法 

   ・耕種的防除 

① 窒素肥料の多施を避ける。 

② ほ場及び周辺雑草を防除する。   

   ・薬剤防除 

薬剤名 

(成分名) 

散布量 

(10a) 

  

 収穫前日数 

 

本剤の使用回数 

(本成分を含む農

薬の総使用回数) 

毒 

性 

 

魚

毒

性 

 

 備考 

 

ﾃﾞｨﾌﾟﾃﾚｯｸｽ 

粉剤(DEP)  

    ３kg     

 

 収穫45日 

 まで 

   ４回以内 

  (４回以内)    

普  

 

Ｂ  

 

イネ科牧草 

で登録 

 

 

        ス．アブラムシ類ス．アブラムシ類ス．アブラムシ類ス．アブラムシ類 

   (ｱ) 生態と防除のねらい 

① 数種のｱﾌﾞﾗﾑｼが寄生し、ｿﾙｶﾞﾑの種類によってこれらｱﾌﾞﾗﾑｼ類の発生様相
も異なるようである。ｿﾙｺﾞｰでは、ﾋｴﾉｱﾌﾞﾗﾑｼの寄生のため下葉の枯上り
が起こることもある。ｸﾞﾚｲﾝｿﾙｶﾞﾑではｱﾌﾞﾗﾑｼ類の寄生により、すす病の
発生原因となる。 

② ８月上旬の乾期に急激に生息密度が高くなる。一般にｱﾌﾞﾗﾑｼ類は生育の
後期になるほど密度の増加が著しいので、発生の多い場合にはできるだ
け早刈りするよう心掛ける。 

③ 被害のひどいものは家畜へ給与しない。 

   (ｲ) 防除法 

   ・耕種的防除 

① 耐虫性品種の栽培 
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・薬剤防除 

薬剤名 

(成分名) 

散布量 

(10a) 

  

 収穫前日数 

 

本剤の使用回数 

(本成分を含む農

薬の総使用回数) 

毒 

性 

 

魚

毒

性 

 

 備考 

 

 ｽﾐﾁｵﾝ乳剤 

   (MEP)    

  1,000～ 

  2,000倍    

 収穫14日 

 まで 

   ２回以内 

  (２回以内)    

普 Ｂ イネ科牧草 

で登録 

ｽﾐﾁｵﾝ粉剤２ 

   (MEP) 
３～４kg 

       

     
－

      

   ２回以内 

  (２回以内)    

普 

 

Ｂ イネ科牧草 

で登録 

 

① 薬剤散布により、臭いがついてし好性の低下を招くこともあるので薬
剤防除の回数や刈取時期等を充分考慮して実施する必要がある。 

② 適期に薬剤散布して、薬剤散布回数・使用量をおさえるとともに、散
布後２～３週間後から収穫給与する。 

③ 穂や上部に被害が多い。 
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表2-1　牛への安全性が確認されている殺虫殺菌剤（県防除基準掲載薬剤）と主な使用方法 （平成23年12月現在）

（殺虫剤）（殺虫剤）（殺虫剤）（殺虫剤）
過酸化カルシウム
剤との同時湿粉衣
（湛直）

種籾３㎏あたり150～200ｇ １回 播種前

本田 2000倍、60～150㍑/10a ２回以内 収穫30日前まで
アドマイヤ－箱粒剤 箱あたり50～80g １回 移植２日前～当日
アドマイヤーＣＲ箱粒剤 箱あたり50g １回 播種時～移植当日

箱施用 箱あたり60～100g １回 播種前または移植当日
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ､ﾆｶﾒｲﾁｭｳ(80～
100g）

本田 ３～４㎏/10a ６回以内 収穫30日前まで ｲﾈﾂﾄﾑｼ､ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ジノテフラン液剤
スタークル液剤10
スタークルメイト液剤10

無人ヘリ 8倍、0.8㍑/10a ３回以内 収穫７日前まで ｳﾝｶ類､ｶﾒﾑｼ類

スタークル顆粒水溶剤
アルバリン顆粒水溶剤

本田 3000倍、60～150㍑/10a ３回以内 収穫７日前まで
ｳﾝｶ類､ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ､ｶﾒﾑｼ類
(2000倍)

スタークルエアー５０ 無人ヘリ 40倍、0.8㍑/10a ３回以内 収穫７日前まで ｳﾝｶ類､ｶﾒﾑｼ類

ジノテフラン粉剤
スタークル粉剤ＤＬ
アルバリン粉剤ＤＬ

本田 3㎏/10a ３回以内 収穫７日前まで ｳﾝｶ類､ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ､ｶﾒﾑｼ類

スタークル粒剤
アルバリン粒剤

3㎏/10a ３回以内 収穫７日前まで
ｳﾝｶ類､ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ､ﾆｶﾒｲﾁｭｳ､
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ､ｶﾒﾑｼ類

スタークルメイト1キロH粒剤
スタークル1キロH粒剤

1kg/10a ３回以内 収穫７日前まで ｳﾝｶ類､ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ､ｶﾒﾑｼ類

スタークル1ｷﾛH粒剤
スタークルメイトル1ｷﾛH粒剤

無人ヘリ 1kg/10a ３回以内 収穫７日前まで ｶﾒﾑｼ類

ロムダンゾル 本田 1,000倍、100～150㍑/10a ２回以内 収穫21日前まで ｳﾝｶ類､ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ
ロムダンエアー 無人ヘリ 16倍、0.8㍑/10a ２回以内 収穫21日前まで ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ､ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

フィプロニル粒剤 プリンス粒剤 箱施用 箱あたり50g １回
播種前、播種時
播種時～移植当日

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ､ｳﾝｶ類､ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ

アプロード水和剤
アプロードフロアブル

本田
1000～2000倍
1000倍、60～150㍑/10a

４回以内 収穫７日前まで

アプロードゾル 無人ヘリ 16倍、0.8㍑/10a ４回以内 収穫７日前まで

ベンフラカルブ粒剤 オンコル粒剤５ 箱施用 箱あたり30～60、50～80g １回 移植３日前～当日
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ､ｾｼﾞﾛｳﾝｶ､ﾋﾒﾄﾋﾞｳﾝ
ｶ､ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

本田 1000倍 ３回以内 収穫21日前まで ﾋﾒﾄﾋﾞｳﾝｶ､ｶﾒﾑｼ類
種子消毒 1000倍 １回 播種前 ｲﾈｼﾝｶﾞﾚｾﾝﾁｭｳ

（殺菌剤）（殺菌剤）（殺菌剤）（殺菌剤）

本田
1000～1500倍、100～200㍑
/10a

無人ヘリ ８倍、0.8㍑/10a
イプコナゾール･銅水和剤 テクリードＣフロアブル 種子消毒 200倍他 １回 浸種前 いもち病、ごま葉枯病、ばか苗病

種子消毒 200倍他 １回 浸種前、浸種後

本田 1000倍 ２回以内
穂ばらみ初期～乳熟期、
収穫21日前まで

タラロマイセス　フラバス水和剤 タフブロック 種子消毒 200倍他 － 催芽前、催芽時他
いもち病、ばか苗病、もみ枯細菌
病

チウラム･ベノミル水和剤 ベンレートＴ水和剤20 種子消毒 200倍他 １回 浸種前 いもち病、ばか苗、苗立枯病
銅･フルジオキソニル･ペフラゾエート
水和剤

モミガードＣ・ＤＦ 種子消毒 200倍他 １回 浸種前 いもち病、ごま葉枯病、ばか苗病

トリコデルマ・アトロビリデ水和剤 エコホープ、エコホープDJ 種子消毒 200倍 － 浸種前～催芽前、催芽時 いもち病、ばか苗病、もみ枯細菌
バチルス・シンプレクス水和剤 モミホープ水和剤 種子消毒 200倍他 － 浸種前～催芽時 もみ枯細菌病、苗立枯細菌病

本田 ３～４㎏/10a ２回以内
葉いもちに対しては初発10日前

～初発時・穂いもちに対しては出

穂30日前～5日前まで
いもち病

本田 ４㎏/10a ２回以内 出穂30日前～5日前まで もみ枯細菌病
コラトップ粒剤10 無人ヘリ 1～1.5kg/10a 葉いもち：初発10日前～初発時 いもち病
コラトップ粒剤24 無人ヘリ 500g/10a 穂いもち：出穂30日前～5日前まで いもち病

フラメトピル粒剤 リンバー箱粒剤 箱施用 箱当たり20～30g 1回 移植３日前～移植前日 いもち病、白葉枯病、もみ枯細菌病、

フルトラニル粉剤 モンカットファイン粉剤20DL 本田 ３～４㎏/10a ３回以内 収穫14日前まで 紋枯病

フルトラニル粒剤 モンカット粒剤 本田 ３～４㎏/10a ３回以内
出穂30～10日前、収穫45
日前まで

紋枯病

1,000倍
100倍
40倍、使用量は乾燥種籾1kg
当たり希釈液30ml)

箱施用 箱当たり20～30g 1回 移植３日前～移植前日 いもち病、白葉枯病、もみ枯細菌病
葉いもちには初発の10日前～初

発時。穂いもちには出穂3～４週

間前(但し、収穫14日前まで)

いもち病

移植活着後及び出穂3～4週間

前(但し、収穫14日前まで)
白葉枯病、もみ枯細菌病

出穂3～4週間前　収穫14日前ま

で
穂枯れ（ごま葉枯病菌）

3kg/10a 1回 移植時 いもち病

オリゼメート粒剤20 1kg/10a
オリゼメート粒剤40 500g/10a

プロベナゾール粉粒剤 オリゼメートパック 本田
小包装(パック)20～26個(1～
1.3kg)/10a

2回以内 収穫14日前まで いもち病

ベノミル水和剤 ベンレート水和剤 育苗培土灌注 500～1000倍 ２回以内 播種時～播種７日後 苗立枯病（ﾄﾘｺﾃﾞﾙﾏ）、いもち病
ペフラゾエート乳剤 ヘルシード乳剤 種子消毒 200倍他 １回 浸種前 いもち病、ごま葉枯病、ばか苗病

1000倍、60～150㍑/10a 疑似紋枯病
1000～1500倍、60～150㍑/10a 紋枯病

ＴＰＮ水和剤 ダコニール1000 育苗培土灌注
500～1000倍、1000～2000
倍

２回以内
播種時～緑化期、播種14
日後まで

苗立枯病（ﾘｿﾞｰﾌﾟｽ菌）

ＴＰＮ粉剤 ダコニール粉剤 育苗培土混和 箱あたり15～20g １回 播種前 苗立枯病（ﾘｿﾞｰﾌﾟｽ菌）
（殺虫殺菌剤）（殺虫殺菌剤）（殺虫殺菌剤）（殺虫殺菌剤）

緑化期～移植当日
いもち病、白葉枯病、もみ枯細菌
病、ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ、ｳﾝｶ類､ﾂﾏｸﾞﾛ
ﾖｺﾊﾞｲ､ﾆｶﾒｲﾁｭｳ､ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

移植3日前～移植当日 ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ
チアメトキサム・ピロキロン粒剤 デジタルメガフレア箱粒剤 箱施用 箱あたり50g １回 移植３日前～当日 いもち病、ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ、ｳﾝｶ類

フィプロニル・アゾキシストロビン粒剤 アミスタープリンス粒剤 箱施用 箱あたり50g １回 移植３日前～当日
いもち病、紋枯病、ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑ
ｼ、ｳﾝｶ類､ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ

緑化期～移植当日
いもち病、ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ、ｳﾝｶ類､
ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ､ｲﾈﾂﾄﾑｼ､ﾆｶﾒｲﾁｭｳ､ｲ
ﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ､ｲﾅｺﾞ類

移植前3日～移植当日 ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ
フィプロニル・イソプロチオラン・ピロ
キロン粒剤

ピカピカ粒剤 箱施用 箱あたり50g 1回 移植前3日～移植当日
いもち病、ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ、ｳﾝｶ類､ｺﾌﾞﾉﾒｲ

ｶﾞ､ﾆｶﾒｲﾁｭｳ､ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

緑化期～移植当日
いもち病、白葉枯病、もみ枯細菌病、ｲﾈﾐ

ｽﾞｿﾞｳﾑｼ、ｳﾝｶ類､ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ､ｲﾈﾂﾄﾑｼ､ﾆｶ

ﾒｲﾁｭｳ､ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ､ｲﾅｺﾞ類

移植3日前～移植当日 ｲﾈｱｻﾞﾐｳﾏ

ファーストオリゼプリンス粒剤10 は種時（覆土前）
いもち病、白葉枯病、もみ枯細菌病、ｲﾈﾐ

ｽﾞｿﾞｳﾑｼ、ｳﾝｶ類､ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ､ｲﾈﾂﾄﾑｼ､ﾆｶ

ﾒｲﾁｭｳ､ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

緑化期～移植当日 いもち病、ｳﾝｶ類､ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ､ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

移植3日前～移植当日
白葉枯病、もみ枯細菌病、ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ、

ｲﾈﾂﾄﾑｼ､ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

イミダクロプリド水和剤(注) アドマイヤ－水和剤 ｳﾝｶ類､ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

いもち病、ごま葉枯病、ばか苗病種子消毒スポルタック乳剤プロクロラズ乳剤

イミダクロプリド粒剤(注） 箱施用
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ､ｳﾝｶ類､ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞ
ｲ

使用回数
使用時期

収穫前日数
農薬の種類 主な商品名 主な使用方法 使用量 主な対象病害虫

コラトップ粒剤5

２回以内

ピロキロン粒剤

1回 浸種前

ｳﾝｶ類幼虫､ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ幼虫

ＭＥＰ乳剤

カルタップ粒剤 パダン粒剤４

収穫14日前まで

オリゼメート粒剤
本田

3～4kg/10a ２回以内

注）1.主な使用方法のみ記しており、対象病害虫によっては使用量が異なる場合等記述以外の方法もあるので、県防除指導基準や農薬ラベル等により登録内容、使用上の注意等をよく確認すること。

2回以内無人ヘリ

プロベナゾール粒剤

メプロニル水和剤
(ただし地上通常散布に限る)

     2.栽培中に（注）が付記されている農薬が使用された稲発酵粗飼料その他の粗飼料を牛（肉用に出荷する牛又は搾乳を行うために飼養する牛）に給与する場合、当分の間、その割合を飼料全体の概
　　ね７割以下に抑えること（表1-2も同じ）。

アゾキシストロビン水和剤 アミスターエイト ３回以内 収穫14日前まで いもち病、紋枯病

オキソリニック酸水和剤 スターナ水和剤 もみ枯細菌病

いもち病

ジノテフラン水溶剤

ブプロフェジン水和剤（注）

スミチオン乳剤

ジノテフラン粒剤
本田

テブフェノジド水和剤

バシタック水和剤75 収穫14日前まで3回以内本田

箱あたり50ｇ 1回Dr.オリゼスタークル箱粒剤ジノテフラン・プロべナゾール粒剤

フィプロニル・イソプロチオラン粒剤 1回箱あたり50gフジワンプリンス粒剤 箱施用

箱施用

1回フィプロニル・プロベナゾール粒剤

Dr.オリゼプリンス箱粒剤10

ビルダープリンス粒剤

箱施用 箱あたり50g
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※「牛への安全性が確認されている農薬」は、稲用の登録時のデータから稲わらへの残留性が十分に低いと認め

られている農薬及び稲わらに残留したとしても牛の乳汁に検出されないことが確認されているもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表2-2　牛への安全性が確認されている殺虫殺菌剤等（県防除基準掲載以外） （平成23年12月現在）

農薬の種類 主な商品名 農薬の種類 主な商品名
（殺虫剤）（殺虫剤）（殺虫剤）（殺虫剤） （殺菌剤）（殺菌剤）（殺菌剤）（殺菌剤）
カルタップ水溶剤 パダンＳＧ水溶剤 アゾキシストロビン粒剤 アミスター粒剤15
カルボスルファンマイクロカプセル剤 ガゼットＭＣフロアブル イソプロチオラン水和剤 フジワン水和剤
カルボスルファン粒剤 アドバンテージ粒剤 イソプロチオラン乳剤 フジワン乳剤
スピノサド粒剤 スピノエース箱粒剤 イソプロチオラン粉剤 フジワン粉剤ＤＬ
チアメトキサム粒剤 アクタラ箱粒剤 イプコナゾール水和剤 テクリード水和剤
テブフェノジド・ブプロフェジン水和剤 アプロードロムダン水和剤 イプコナゾール乳剤 テクリード乳剤
ブプロフェジン粉剤（注） アプロード粉剤ＤＬ オキソリニック酸･フルジオキソニル水和剤 ウイスペクトスターナ水和剤
ＢＰＭＣ乳剤 バッサ乳剤 オキソリニック酸･ペフラゾエート水和剤 ヘルシードスターナフロアブル
ＢＰＭＣ粉剤 バッサ粉剤30ＤＬ タラロマイセス　フラバス水和剤 タフブロック／SP、モミキーパー
ＢＰＭＣ・ＭＥＰ粉剤 スミバッサ粉剤 チウラム・ペフラゾエート水和剤 ヘルシードＴフロアブル
ＭＥＰ粉剤 スミチオン粉剤２ＤＬ（３ＤＬ） 銅粉剤 撒粉ボルドー
ＭＥＰマイクロカプセル剤 スミチオンＭＣ ヒドロキシイソキサゾール液剤 タチガレン液剤
ＭＩＰＣ粒剤 ミプシン粒剤 ヒドロキシイソキサゾール粉剤 タチガレン粉剤
ＭＰＰ粉剤 バイジット粉剤２ＤＬ フェノキサニル粉剤 アチーブ粉剤DL
（農薬肥料）（農薬肥料）（農薬肥料）（農薬肥料） フェノキサニルマイクロカプセル剤 アチーブMC
ウニコナゾールＰ複合肥料 楽一21、楽一25 ラブサイドフロアブル
プロベナゾール複合肥料 オリゼメート入り複合燐加安264／864、一発664

（植物生長調整剤）（植物生長調整剤）（植物生長調整剤）（植物生長調整剤） フラメトピル・プロべナゾ－ル粒剤 オリゼメートリンバー粒剤
ウニコナゾールＰ液剤 スミセブンＰ液剤 フルジオキソニル水和剤 ウイスペクト水和剤５
ウニコナゾールＰ粒剤 ロミカ粒剤 フルジオキソニル･ペフラゾエート乳剤 モミガードＥＷ
過酸化カルシウム粉粒剤 カルパー粉粒剤16 フルトラニル水和剤（フロアブルは除く） モンカット水和剤

フルトラニル乳剤 モンカット乳剤
プロベナゾール水和剤 側条オリゼメート顆粒水和剤
ペフラゾエート水和剤 ヘルシード水和剤
バチルス　ズブチリス水和剤 ボトキラー水和剤
（殺菌殺虫剤）（殺菌殺虫剤）（殺菌殺虫剤）（殺菌殺虫剤）

カルボスルファン・プロベナゾール粒剤 オリゼメートアドバンテージ粒剤

イミダクロプリド・カルプロパミド・チフルザミド・
ダイムロン粒剤（注）

ウインアドマイヤーグレータム箱粒剤

フサライド水和剤（フロアブル剤に限る。地上
散布は1000～1500倍に限る）



49

５５５５    鳥獣害防除鳥獣害防除鳥獣害防除鳥獣害防除 
 １）イノシシ害対策１）イノシシ害対策１）イノシシ害対策１）イノシシ害対策 
      電気牧柵を設置する。電牧線の高さを 20cm 間隔で２～３段張りにする。 
 

 
 ２）鳥害対策２）鳥害対策２）鳥害対策２）鳥害対策 
   ネットや漁網でロールベールを覆う。 
   ロールベールを設置した上に、糸やテグスを張る。 

 
 ３）ネズミ害対策３）ネズミ害対策３）ネズミ害対策３）ネズミ害対策 
      ロールベールを 50cm 以上間隔を空けて設置する(小型のロールは 30cm 以上)。 
   ネズミの隠れ場所がなくなり、捕食者(イタチやヘビ等)を警戒するため、ネズミ

による被害を防ぐことが出来る。 
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
              「稲発酵粗飼料生産・給与技術マニュアル（平成２１年３月）」より抜粋。 


